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第１ 青森県教育施策の方針 
 
 
 

青森県教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を 

尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓
ひ ら

 

く人づくりを目指します。このため、 
 

夢や志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育 

次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用 

活力、健康、感動を生み出すスポーツ 
 

を、市町村教育委員会、家庭や地域社会との連携を図 

りながら推進します。 
 

平成２６年１月８日決定 
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第２ 青森県教育振興基本計画 政策・施策体系 

 

１ あおもりの未来をつくる人財の育成 

（１）青森を理解し、世界に向かってチャレンジできる人づくり 

（２）「知・徳・体」の調和のとれた「生きる力」の育成 

（３）一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 

（４）子どもが安心して学び、多様な能力を伸ばす教育環境の整備 

（５）「生きる・働く・学ぶ」をつなぐキャリア教育の推進 

（６）学校・家庭・地域が連携し社会全体で子どもを育む仕組みづくり 

 

２ あおもりの今をつくる人財の育成 

（１）活力ある持続可能な地域づくりのための人づくり 

（２）生涯を通じた学びと社会参加活動の拡大 

 

３ あおもりの活力をつくる文化・スポーツの振興 

（１）歴史・文化の継承と活用 

（２）健康でスポーツに親しむ環境づくりと競技力の向上 

 

 

※ 記述に関する留意事項 

  青森県では、”人は青森県にとっての「財（たから）」である”ことを基本的な考え方としてお

り、「人材」を「人財」と表記しています。 
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１　当初予算総括表

２　目的別予算内訳

※令和元年度の予算額及び構成割合は組織改正後及び組織間の事業移管後のものである。

第３　令和２年度　教育予算の概要

  令和２年度当初予算における青森県教育委員会関係予算額は、１，２９２億２，６１４万３

千円となり、一般会計予算総額の１９．０％を占めることになった。この額を令和元年度当初

予算額と比較すると、２億２２１万８千円の減額となり、その伸び率は０．１％の減となる。

　また、国の補正予算関連の令和元年度２月補正予算額は、２０億８，０６６万４千円となって

いる。

（単位：千円、％）

区　　分
令和２年度 令和元年度 前年度との比較

予算額　　Ａ 構成割合

2.5

教 育 費
（ 教 育委 員会 所管 分） 129,226,143 19.0 129,331,645 19.4 △ 105,502 △ 0.1

予算額　　Ｂ 構成割合 増減額（Ａ－Ｂ） 伸び率

一 般 会 計 予 算 総 額 681,600,000 100.0 665,000,000 100.0 16,600,000

（単位：千円、％）

区　　分
令和２年度 令和元年度 前年度との比較

　　予算額　　Ａ 構成割合 　　予算額　　Ｂ 構成割合 増減額（Ａ－Ｂ）

23,336,094 18.0 23,455,680 18.1 △ 119,586 △ 0.5

伸び率

歳

入

使用料及び手数料 2,965,173 2.3 3,114,571 2.4 △ 149,398 △ 4.8

国 庫 支 出 金

0.8

寄 附 金 0 0.0 0 0.0 0 0.0

財 産 収 入 236,742 0.2 234,830 0.2 1,912

△ 96.9

諸 収 入 425,940 0.3 513,046 0.4 △ 87,106 △ 17.0

繰 入 金 8,194 0.1 265,770 0.2 △ 257,576

△ 29.3

一 般 財 源 99,889,000 77.3 98,403,748 76.1 1,485,252 1.5

県 債 2,365,000 1.8 3,344,000 2.6 △ 979,000

△ 0.1

歳

出

教

育

費

教育総務費 5,436,671 4.2 4,832,759 3.7 603,912 12.5

計 129,226,143 100.0 129,331,645 100.0 △ 105,502

0.4

中 学 校 費 28,079,600 21.8 28,078,602 21.7 998 0.0

小 学 校 費 45,410,595 35.1 45,228,217 35.0 182,378

1.7

特別支援学校費 11,924,857 9.2 12,829,752 9.9 △ 904,895 △ 7.1

高等学校費 33,660,593 26.1 33,082,956 25.6 577,637

△ 8.0

保健体育費 1,955,694 1.5 2,282,669 1.8 △ 326,975 △ 14.3

社会教育費 2,758,133 2.1 2,996,690 2.3 △ 238,557

△ 0.1計 129,226,143 100.0 129,331,645 100.0 △ 105,502
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３　課（室）別予算内訳

４　性質別予算内訳

（単位：千円、％）

区　　分
令和２年度 令和元年度 前年度との比較

　　予算額　　Ａ 構成割合 　　予算額　　Ｂ 構成割合 増減額（Ａ－Ｂ） 伸び率

教 育 政 策 課 68,391 0.1 63,799 0.1 4,592 7.2

0.4

学 校 教 育 課 1,649,794 1.3 1,596,264 1.2 53,530 3.4

職 員 福 利 課 111,126,291 86.0 110,689,499 85.5 436,792

153.0

学 校 施 設 課 11,486,476 8.9 11,625,728 8.9 △ 139,252 △ 1.2

教 職 員 課 168,446 0.1 66,590 0.1 101,856

△ 17.7

ス ポ ー ツ 健 康 課 1,955,694 1.5 2,282,669 1.8 △ 326,975 △ 14.3

生 涯 学 習 課 1,516,120 1.1 1,841,211 1.4 △ 325,091

7.5

高等学校教育改革推進室 12,918 0.1 10,406 0.1 2,512 24.1

文 化 財 保 護 課 1,242,013 0.9 1,155,479 0.9 86,534

△ 0.1

（単位：千円、％）

区　　分
令和２年度 令和元年度 前年度との比較

　　予算額　　Ａ 構成割合 　　予算額　　Ｂ 構成割合

計 129,226,143 100.0 129,331,645 100.0 △ 105,502

増減額（Ａ－Ｂ） 伸び率

義
務
的
経
費

人 件 費 112,096,732 86.8 111,375,892 86.1 720,840 0.6

△ 8.4

小          計 113,432,132 87.8 112,833,764 87.2 598,368 0.5

扶 助 費 1,335,400 1.0 1,457,872 1.1 △ 122,472

819,079 0.6 505,729 0.4 313,350 62.0

△ 18.0

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 6,836,970 5.3 6,791,544 5.3 45,426 0.7

維 持 修 繕 費

投資的経費
（普通建設事業費）

4,888,464 3.8 5,961,525 4.6 △ 1,073,061

0.3

小          計 10,905,547 8.4 10,536,356 8.2 369,191 3.5

補助費等・貸付金等 3,249,498 2.5 3,239,083 2.5 10,415

△ 0.1計 129,226,143 100.0 129,331,645 100.0 △ 105,502

- 4 -



県予算と教育費の推移

（単位：千円）

区    分 平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 2年度

県予算 692,800,000 707,500,000 699,500,000 691,000,000 700,800,000 697,000,000 684,600,000 663,000,000 665,000,000 681,600,000

教育費 139,263,943 137,565,941 134,724,605 133,054,555 134,652,470 133,491,883 139,595,858 130,332,739 129,331,645 129,226,143

教育費の
占める割合

20.1％ 19.4％ 19.3％ 19.3％ 19.2％ 19.2％ 20.4％ 19.7％ 19.4％ 19.0％

教育費の
うち人件費 126,571,883 124,715,314 121,567,477 117,621,253 115,580,794 114,428,792 113,525,286 113,417,885 111,375,892 112,096,732

※　教育費は、知事部局所管分を含まない。　

令和２年度　県予算と教育予算

その他

978億3,710万1千円

14.4%

土木費

718億

7601万2千円

10.5%

農林

水産業費

461億

8,374万円

6.8%

民生費

1,047億5,053万7千円

15.4%

4.7%

3.7%

商工労働費

605億8,580万9千円

8.9%

公債費

1,063億3,390万8千円

15.6%

警察費

319億

309万4千円
1,292億

2,614万

3千円

19.0%

（知事部局所管）

74億4,063万1千円

1.0%

環境保健費

254億6,302万5千円

教

育

費

3.8%
9.4%

人件費

86.8%

性質別内訳

物件費・その他

普通建設事業費
1.5%

2.1%

9.2%

高等学校費

26.1%

中学校費

21.8%

小学校費

35.1%

4.2%

目的別内訳

保健体育費

社会教育費

特別支援学校費

教育総務費

（教育委員会所管分）

県予算額

６，８１６億円

※「その他」は議会費、総務費、災害復旧費などです。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000億円

県予算

教育費
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１ 学ぶ意欲の向上と主体的に探究する人づくり

３ 子どもを守り支える安全・安心な教育環境づくり

グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業

青森県英語教育連携推進事業

新規

継続

ＩＣＴ教育推進事業継続

未来社会を切り拓く高校生の資質・能力育成事業継続

学びの質を高める授業改善プロジェクト事業継続

学校図書館活動支援事業継続

ドリカム人づくり推進事業継続

基礎的・基本的な知識・

技能を確実に習得させ、思

考力・判断力・表現力等を

育むとともに、主体的に学

習に取り組む態度を養うな

ど確かな学力の向上を図る。

また、グローバルな視野

を持ち、情報活用能力など

の新しい時代に求められる

資質・能力を身に付けた子

どもたちを育成する。

スクールカウンセラー・

スクールソーシャルワー

カーの配置等いじめや不登

校などに対する相談支援体

制や、特別な教育的ニーズ

のある児童生徒への支援体

制の充実を図る。

また、学ぶ意思のある子

どもたちが必要な教育の機

会を得られるよう、高校生

に対する修学支援等を行う。

さらに、安全・安心な教

育環境の整備や教員が子ど

もに向き合う時間の確保に

向けた取組を推進するとと

もに、学校・家庭・地域の

連携を強化し、社会全体で

子どもを育む体制を構築す

る。

実習船青森丸代船設計

高等学校における通級による指導

新規

継続

学校の教育相談体制充実を支援する外部専門家活用事業拡充

居場所づくり・絆づくり推進事業

いじめ防止キャンペーン推進事業

新規

継続

奨学のための給付金事業（国公立）拡充

地域における特別支援教育相談体制強化事業

青少年の安全・安心なネット利用環境づくり推進事業

新規

継続

学校における運動部活動推進事業継続

あおもりっ子育みプラン２１継続

県立学校施設の老朽化の解消等継続

スクールライフサポーター配置事業継続

県立高等学校等就学支援金交付金拡充

高等学校通学費等支援対策事業費補助新規

学校を核とした地域づくり推進事業新規

校務のＩＣＴ活用推進事業新規

外部人材活用によるスクールサポートスタッフ配置事業拡充

県立学校情報教育推進事業拡充

第４ 令和２年度 青森県教育委員会の「施策の柱」
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２ あおもりを理解し地域で活躍する人づくり

４ スポーツの振興と文化財の保存・活用

かけがえのない文化財の保存・活用

スポーツを通じた健康づくり・競技力の向上

郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、

創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く人づくり

高校から取り組む人口減少対策プロジェクト事業

地域と連携したキャリア教育推進事業

新規

継続

特別支援学校生徒の夢や志を支援する就労促進事業継続

特別支援学校技能検定事業継続

高校生の就職総合支援プロジェクト事業継続

若者・女性の学び直しを通じたキャリア形成支援事業継続

三農発「観光・スマート農業」推進プロジェクト事業継続

三内丸山遺跡史跡整備事業

高校生縄文案内人養成事業

新規

継続

楽しさアップ！子どもの健康づくり事業

みんなが主役！スポーツで健康づくり事業

新規

継続

「選ばれる三内丸山遺跡」魅力発信推進事業

競技力向上対策特別事業

新規

拡充

特別支援学校における障害者スポーツ推進事業継続

幼少期からの体力向上、

肥満防止、運動不足解消や、

年間を通じてスポーツに親

しめる環境づくりを促進す

るとともに、国民スポーツ

大会の本県開催に向けた競

技力の向上等を図る。

また、郷土の文化財を知

り、魅力を発信できる人財

を育成し、かけがえのない

文化財の保存・活用や特別

史跡三内丸山遺跡等の世界

文化遺産登録に向けた積極

的な情報発信を行う。

児童生徒のふるさとに対

する誇りや愛着心を醸成す

るとともに、学校・地域・

県内企業・関係団体との

ネットワークの強化を図る

など子どもたちの将来の県

内定着に向けた取組を推進

する。

また、特別支援学校生徒

の職業スキル等を向上させ

るなど社会的・職業的自立

を促進するとともに、若

者・女性の学び直しによる

社会参画を支援する。
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第５ 令和２年度 施策別主要事業の概要

１ あおもりの未来をつくる人財の育成

「生活創造社会」の実現に向けて、未来の青森県の基盤となる人財の育成に取り組みます。

子どもたちが、ふるさとあおもりに対する誇りと愛着を持ち、新しい価値を創造する力や国際感覚を

身に付け、多様性を認め、人権を尊重し、心身ともに健康で自立した人財として成長するよう、学校・

家庭・地域が連携・協働して取り組みます。

（１）青森を理解し、世界に向かってチャレンジできる人づくり

子どもの頃から、身近な大人や地域との関わり、異文化交流などを通して、ふるさとへの理解や愛着

を深め、将来、青森から世界に向かってチャレンジできる人財の育成に、学校・家庭・地域が連携して

取り組みます。

① エネルギーに関する教育支援事業費補助 ３，４９６千円(学校教育課)

② こども民俗芸能大会（再掲） ３，８４６千円(文化財保護課)

③ 運営管理事業（郷土館）（再掲） １４７，０７４千円(文化財保護課)

④ 高校生縄文案内人養成事業【継続重点】（再掲） ２，９４４千円(文化財保護課)

⑤ ドリカム人づくり推進事業 ９，９７２千円(学校教育課)

⑥ 高校生による震災復興支援ボランティア事業（東日本大震災復興推進基金活用事業）（再掲）

５，１４８千円(学校教育課)

⑦ 高校から取り組む人口減少対策プロジェクト事業【新規重点】（再掲）

３３，０４３千円(学校教育課)

⑧ 少年自然の家運営管理事業 ２０２，１７１千円(生涯学習課)

⑨ 青森県英語教育連携推進事業【継続重点】（再掲） １，８１４千円(学校教育課)

⑩ グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業【新規重点】 １５，７３０千円(学校教育課)

新学習指導要領における高等学校英語教育への対応と国際社会で活躍できる実践力を持った人

財育成に向け、英語教育推進リーダーの育成及び海外研修プログラムの作成を行うとともに、台

湾の高校との相互交流による協働学習を実施する。

⑪ 済州国際青少年フォーラム派遣事業 ９７１千円(学校教育課)

⑫ 高校生国際交流推進事業 ２，７３６千円(学校教育課)

⑬ 外国語指導助手設置事業（再掲） １４０，５８９千円(学校教育課)

⑭ 英語力を強化する指導改善事業（再掲） ２，２２９千円(学校教育課)

（２）「知・徳・体」の調和のとれた「生きる力」の育成

確かな学力の向上に取り組むほか、主権者教育や情報教育などにより、新しい時代に求められる資質

･能力の育成に取り組みます。

また、人権を尊重し、他者を思いやる心を育成するとともに、将来にわたって健康に暮らすための知

識の習得や意識の醸成、生活習慣の定着に取り組みます。

① あおもり教育フォーラム開催事業 ５９３千円(教育政策課)

② 学習状況調査 ４，６００千円(学校教育課)
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③ ＩＣＴ教育推進事業【継続重点】（再掲） ５，３９３千円(学校教育課)

④ 教育課程研究集会（小学校・中学校・特別支援学校）（再掲） ２，２２３千円(学校教育課)

⑤ 高等学校新教育課程説明会（県内説明会等）（再掲） ７８５千円(学校教育課)

⑥ 特別支援教育新教育課程説明会（県内説明会）（再掲） ２６７千円(学校教育課)

⑦ 進学力を高める高校支援事業 ６，３１７千円(学校教育課)

⑧ 青森県英語教育連携推進事業【継続重点】 １，８１４千円(学校教育課)

小・中・高等学校における英語担当教員の指導力向上を図るため、先進的な授業実践を公開す

るとともに、小学校英語教育に係るメンター（助言者）を派遣する。

⑨ グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業【新規重点】（再掲）

１５，７３０千円(学校教育課)

⑩ 外国語指導助手設置事業 １４０，５８９千円(学校教育課)

⑪ 英語力を強化する指導改善事業 ２，２２９千円(学校教育課)

⑫ 済州国際青少年フォーラム派遣事業（再掲） ９７１千円(学校教育課)

⑬ 高校生国際交流推進事業（再掲） ２，７３６千円(学校教育課)

⑭ 医師を志す高校生支援事業 ２２，２５８千円(学校教育課)

⑮ スーパーサイエンスハイスクール支援事業 ３，６２１千円(学校教育課)

⑯ 科学の甲子園関係事業 ６３９千円(学校教育課)

⑰ ドリカム人づくり推進事業（再掲） ９，９７２千円(学校教育課)

⑱ 高校生による震災復興支援ボランティア事業（東日本大震災復興推進基金活用事業）

５，１４８千円(学校教育課)

⑲ 青森県中学校文化連盟支援事業 １，７００千円(学校教育課)

⑳ 青森県高等学校文化連盟支援事業 ７９１千円(学校教育課)

㉑ 県高等学校総合文化祭 ２，８８８千円(学校教育課)

㉒ 外部人材活用による教科指導等充実事業 ３１，１７０千円(教職員課)

㉓ 学びの質を高める授業改善プロジェクト事業【継続重点】 ６，６９９千円(学校教育課)

小・中学校において新学習指導要領に対応した授業改善を図るため、教員の授業づくりの基本

となる「授業スタンダード」を策定し、定着に向けたフォーラムを開催するとともに、学校図書

館の活用を推進する。

㉔ 未来社会を切り拓く高校生の資質・能力育成事業【継続重点】 ９，１１０千円(学校教育課)

高等学校において地域課題解決に向かう資質・能力の育成を推進するため、研究指定校による

実践研究や研究成果発表会を実施する。

㉕ 学校図書館活用推進事業 ３３２千円(学校教育課)

㉖ 学校図書館活動支援事業 ６，６５２千円(教職員課)

㉗ 道徳教育地域支援事業 １，７５１千円(学校教育課)
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㉘ 学校の教育相談体制充実を支援する外部専門家活用事業 １３７，３６０千円(学校教育課)

児童生徒のいじめ、不登校や貧困問題等の諸課題への対応に係る学校の教育相談体制を支援し

解決を図るため、臨床心理に関して高度な専門的知識・経験を有するスクールカウンセラー及び

教育・社会福祉等に関して専門的知識・経験を有するスクールソーシャルワーカーを小・中・高

等学校等へ配置・派遣する。

〇 スクールカウンセラー 全小・中学校及び高等学校７校

（高等学校からの要請の増加へ対応した派遣回数の拡充）

〇 スクールソーシャルワーカー 全小・中学校及び高等学校６校

㉙ 居場所づくり・絆づくり推進事業【新規】 ３，１１６千円(学校教育課)

不登校の未然防止等のため、安心して学べる環境づくりに向けた調査研究や、医療・心理・福

祉等の関係機関や民間団体等による協議会を実施するとともに、市町村における支援体制の整備

促進に向けたコーディネーターを配置する。

㉚ 青少年の安全・安心なネット利用環境づくり推進事業（教育委員会分）【継続重点】

４７４千円(学校教育課)

青少年のインターネット利用におけるモラルやリテラシーの向上を図るため、児童生徒や保護

者等に対して学校や家庭で活用する指導啓発用リーフレットを作成する。

（知事部局、教育委員会、警察本部による連携事業）

㉛ ソーシャルメディア等監視員配置事業 ２，８９３千円(学校教育課)

㉜ ２４時間いじめ等電話相談事業 ９，９１７千円(学校教育課)

㉝ 青森県いじめ防止対策審議会費（人件費） １４７千円(学校教育課)

㉞ 安心できる学校づくり推進事業 ２，１５８千円(学校教育課)

㉟ いじめ防止対策事業 ７７６千円(学校教育課)

㊱ 魅力ある学校づくり調査研究事業 ９４５千円(学校教育課)

㊲ いじめ防止キャンペーン推進事業 ７，４４１千円(生涯学習課)

㊳ 定期健康診断費 ９０，９１９千円(スポーツ健康課)

㊴ いきいき青森っ子健康づくり事業 ２，６１０千円(スポーツ健康課)

㊵ 楽しさアップ！子どもの健康づくり事業【新規重点】 ３，９３６千円(スポーツ健康課)

本県の児童生徒の体力向上及び肥満傾向児出現率の低下に向け、「楽しい体育」に向けた授業

改善を推進するため体育の楽しさアップ研修会を開催するとともに、小学校低学年向けの運動プ

ログラムを作成する。

㊶ 薬物乱用防止教室事業 ２６４千円(スポーツ健康課)

㊷ がん教育総合支援事業 ６１４千円(スポーツ健康課)

㊸ 学校体育実技講習会 １，１１２千円(スポーツ健康課)

㊹ 体力向上推進事業 １，２３５千円(スポーツ健康課)

㊺ 学校における運動部活動推進事業 ７，５１４千円(スポーツ健康課)

（３）一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進

障害のある児童生徒の自立や社会参加を促進するため、個に応じた適切かつ専門性の高い指導・支援

に取り組みます。
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① 地域における特別支援教育相談体制強化事業【新規重点】 ５，１４０千円(学校教育課)

特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する教育相談体制を充実させるため、関係機関との連

携強化に向けた検討会議を開催するとともに、理学療法士及び言語聴覚士等外部人材の活用によ

る教員の専門性向上研修等を行う。

② 高等学校における通級指導関連経費 １０８千円(学校教育課)

③ スクールライフサポーター配置事業 ４，３７１千円(教職員課)

④ 訪問教育指導事業 １，３６５千円(学校教育課)

⑤ 特別支援教育相談事業（総合学校教育センター） ７，５０８千円(学校教育課)

⑥ 特別支援学校就学奨励費 ２２３，１４９千円(学校教育課)

⑦ 特別支援学校における障害者スポーツ推進事業 ３，９５７千円(学校教育課)

⑧ 特別支援学校技能検定事業 ３，８５７千円(学校教育課)

⑨ 特別支援学校生徒の夢や志を支援する就労促進事業 ６２，１２８千円(学校教育課)

⑩ 特別支援学校におけるコミュニティ・スクール導入モデル事業（再掲） ３１４千円(学校教育課)

⑪ 特別支援学校における家庭教育支援事業 ６８３千円(生涯学習課)

⑫ 障害者の生涯学習支援事業 １，０１４千円(生涯学習課)

⑬ 県立特別支援学校教室不足対策事業（再掲） ２５５，４２９千円(学校施設課)

（４）子どもが安心して学び、多様な能力を伸ばす教育環境の整備

安全・安心な教育環境の確保や、教員の実践的な指導力の向上、ＩＣＴの効果的活用など、時代や社

会環境の変化に対応した、質の高い教育を受けられる持続可能な環境づくりに取り組みます。

① 老朽改築（校舎等建築）事業 ９５２，２６１千円(学校施設課)

学校施設の安全・安心の確保及び機能向上等を図るため、老朽化が進行している八戸工業高校、

三沢高校の校舎等の改築等を実施する。

② 県立学校長寿命化・重点改良事業 １，２６３，７４１千円(学校施設課)

校舎等の長寿命化により学校施設の安全・安心の確保及び機能向上等を図るため、老朽化が進

行している八戸水産高校、野辺地高校、弘前実業高校の改修工事等を実施する。

③ 県立学校大規模改修費 １，０００，３９５千円(学校施設課)

④ ボイラー煙突アスベスト対策費 ４５，４９４千円(学校施設課)

⑤ 県立特別支援学校教室不足対策事業 ２５５，４２９千円(学校施設課)

高等部移転後の弘前第一養護学校の教室再配置を行うための改修工事を実施する。

⑥ 県立学校施設環境整備事業（２月補正分） ７７２，１５１千円(学校施設課)

専門高校の良好な教育環境を整備するため、三本木農業高校食品製造実習棟の新築工事等を実

施する。

⑦ 実習船青森丸代船設計費【新規】 １２，３３９千円(学校施設課)

八戸水産高校実習船「青森丸」の代船を設計する。

⑧ 被災児童生徒就学支援等事業 ２，７６３千円(学校教育課・スポーツ健康課)

⑨ 高等学校定時制・通信制教科書学習書給与事業 ２，６１０千円(学校教育課)

⑩ 特別支援学校就学奨励費（再掲） ２２３，１４９千円(学校教育課)

⑪ 高校奨学金貸与事業費補助 １６，９２９千円(教職員課)
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⑫ 高等学校通学費等支援対策事業費補助【新規】 １００，０００千円(教職員課)

県内における修学の更なる機会均等を図るため、一定の条件を満たす生徒に対し、通学費等に

係る負担を軽減する高校奨学金の返還免除制度を実施するための基金造成に要する経費を補助す

る。

※ 市町村民税所得割非課税世帯で通学費又は下宿費について実費額（貸与月額が上限）から一

定額を控除した額を返還免除する。

⑬ 高等学校定時制・通信制課程修学奨励金貸与事業 ６，０３６千円(教職員課)

⑭ 県立高等学校等就学支援金 ２，４３８，５４７千円(学校施設課)

家庭の教育費負担を軽減するため、県立高校等の一定の所得未満の世帯の生徒に対し、授業料

に充てるための支援金を支給する。（支給対象を専攻科へ拡充）

⑮ 奨学のための給付金事業 ４８７，２４３千円(学校施設課)

低所得世帯の授業料以外の教育費負担を軽減するため、県立高校等の生徒の保護者等に対し奨

学のための給付金を給付する。（第１子の給付額増額及び支給対象を専攻科へ拡充）

【給付額（年額）】

区 分 令和元年度 令和2年度

生活保護受給世帯 全日制・定時制・通信制 32,300円 32,300円

専攻科 ‐ 36,500円

道府県民税所得割 全日制・定時制（第１子） 82,700円 84,000円

及び市町村民税所 全日制・定時制（第２子以降） 129,700円 129,700円

得割非課税世帯 通信制 36,500円 36,500円

専攻科 ‐ 36,500円
⑯ 特別支援教育就学奨励費システム導入事業【新規】 ９，００９千円(学校教育課)

特別支援学校において、就学奨励費に係る事務の効率化を図るためのシステムを導入する。

⑰ 学校給食衛生管理事業 ７，７７２千円(スポーツ健康課)

⑱ 県立学校給食設備整備事業 ３，４８０千円(スポーツ健康課)

⑲ 県立学校給食委託事業 ２７，７２２千円(スポーツ健康課)

⑳ 学校給食検査食材費 ５８千円(スポーツ健康課)

㉑ あおもりっ子育みプラン２１ ７８４，０６０千円(教職員課)

きめ細かな学習指導や生徒指導を実施するため、小学校１年生から４年生及び中学校１年生を

対象に、３３人学級編制等を行う。

対象学年 実施方法 学校数・人数 所要額(千円)
小 学 校

２０( ８)校･人 ８２，５０１
１ 年 生
小 学 校 ３３人学級編制

２７( ５)校･人 １２８，４３８
２ 年 生 学年２学級以上（少人数学級編制）
小 学 校 学年１学級（非常勤講師配置）

４３(１８)校･人 １７０，７８７
３ 年 生
小 学 校

３４(１４)校･人 １３５，２７９
４ 年 生
小 学 校 １年生は７～８人又は２年生は１５～１６

１５ 校･人 ３０，５３９
複式学級 人の人数の多い学級（非常勤講師配置）
中 学 校 ３３人学級編制

４４ 校･人 ２３６，５１６
１ 年 生 学年２学級以上（少人数学級編制）

合 計 １８３(４５)校･人 ７８４，０６０

※（ ）は小学校の学年１学級規模における少人数指導の実施校で内数
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㉒ 外部人材活用によるスクールサポートスタッフ配置事業 ５１，１２７千円(学校教育課・教職員課)

教職員の業務の負担軽減を図るため、小・中学校及び県立学校に教職員の事務的補助を行うス

クールサポートスタッフの配置を拡充する。拡充に当たっては、障害者を雇用することとし、県

教育委員会における障害者雇用を推進する。

令和元年度 小・中学校６校→令和２年度 小・中学校１４校、県立学校１５校

㉓ 教員等資質向上推進協議会 ２５２千円(学校教育課)

㉔ 初任者研修 ２１，４５４千円(学校教育課)

㉕ 教職員研修関係経費 ２，４４３千円(学校教育課)

㉖ 幼稚園新規採用教員研修 ５５７千円(学校教育課)

㉗ 日本語指導が必要な児童生徒担当教員等連絡協議会 ３１千円(学校教育課)

㉘ 研修講座（総合学校教育センター） １１，４８５千円(学校教育課)

㉙ 長寿命化改修費（総合学校教育センター）【新規】 １１９，４６２千円(学校教育課)

建築後２０年以上を経過し、老朽化した総合学校教育センターの施設の長寿命化に向けた設計

・工事を実施する。

㉚ 県立学校システム管理者連絡協議会 ３４９千円(学校教育課)

㉛ 教育課程研究集会（小学校・中学校・特別支援学校） ２，２２３千円(学校教育課)

㉜ 高等学校新教育課程説明会（県内説明会等） ７８５千円(学校教育課)

㉝ 特別支援教育新教育課程説明会（県内説明会） ２６７千円(学校教育課)

㉞ 学校安全教室指導者研修 ３４１千円(スポーツ健康課)

㉟ 養護教諭研修（新規採用研修、経験者研修） ８，８６４千円(スポーツ健康課)

㊱ 栄養教諭・学校栄養職員研修（新規採用研修、経験者研修） １，１８７千円(スポーツ健康課)

㊲ ＩＣＴ教育推進事業【継続重点】 ５，３９３千円(学校教育課)

小・中学校におけるＩＣＴ機器の整備促進や小学校プログラミング教育の普及啓発を図るた

め、ＩＣＴ教育推進リーダーを育成するとともに、小学校プログラミング教育の指導内容等に関

する研修会等を実施する。

㊳ 校務のＩＣＴ活用推進事業【新規】 ４０８，９７７千円(学校施設課)

県立学校における校務情報管理のセキュリティ強化に向けたネットワーク環境の構築及び教職

員の事務の効率化を図るための統合型校務支援システムを導入する。

㊴ 県立学校情報教育推進事業【新規】 １，４０４，０８４千円(学校施設課)

(うち２月補正分 １，３０８，５１３千円)

県立学校におけるＩＣＴ活用による教育の充実を推進するため、ＰＣ端末及び高速大容量校内

通信ネットワークを整備する。

㊵ 県立高等学校教育改革推進事業 １２，９１８千円(高等学校教育改革推進室)

（５）「生きる・働く・学ぶ」をつなぐキャリア教育の推進

小・中・高等学校から大学等そして就職までのつながりや将来の生き方を意識したキャリア教育を社

会全体で推進し、社会的・職業的自立のために必要な能力・態度を育成します。

地域や大学・企業等と連携し、子どもや若者の地域に対する貢献意欲の向上や創造力の育成を図るな

ど、県内定着促進も意識したキャリア形成支援に取り組みます。
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① 地域と連携したキャリア教育推進事業【継続重点】 ５，３９０千円(学校教育課)

高校生の職業観・勤労観の育成と卒業後の県内定着を図るため、生徒のキャリア教育の活動を

記録する教材と指導事例集を作成するとともに、高校と県内企業の理解促進のための講演会、企

業訪問や交流会等を実施する。

② 高校生の就職総合支援プロジェクト事業 ２７，０７６千円(学校教育課)

③ 医師を志す高校生支援事業（再掲） ２２，２５８千円(学校教育課)

④ グローバル社会を主体的に生き抜く人財育成事業【新規重点】（再掲）

１５，７３０千円(学校教育課)

⑤ 特別支援学校技能検定事業（再掲） ３，８５７千円(学校教育課)

⑥ 青森で生きる未来人財育成事業（総合社会教育センター） １，０９７千円(生涯学習課)

⑦ 高校生スキルアッププログラム推進事業（総合社会教育センター） １９５千円(生涯学習課)

⑧ 大学生とカタル！キャリアサポート形成事業（総合社会教育センター）１，０００千円(生涯学習課)

⑨ 元気青森人を創造するｅラーニング推進事業（総合社会教育センター）（再掲）

９３１千円(生涯学習課)

⑩ 高校から取り組む人口減少対策プロジェクト事業【新規重点】 ３３，０４３千円(学校教育課)

高校生の県内就職率の向上を図るため、県内企業等と連携した郷土と県内就職に対する理解を

深める学習を行うとともに、県内就職に関する情報提供や学校と県内企業の相互理解を促進する

ための就職支援員を配置する。

⑪ 全国産業教育フェア青森大会開催関連経費【新規】 ５０５千円(学校教育課)

令和４年度第３２回全国産業教育フェア青森大会の開催に向けた準備を行う。

⑫ 三農発「観光・スマート農業」推進プロジェクト事業【継続重点】 ５，２７２千円(学校教育課)

本県の観光農業の活性化及び農業の省力化を図るため、高校生による観光農業のＰＲや教育旅

行団体受入モデルの開発・実践を行うとともに、スマート農業に資するシステムの構築や普及を

行う。

⑬ 仕事力養成推進事業 ２，８７５千円(学校教育課)

（６）学校・家庭・地域が連携し社会全体で子どもを育む仕組みづくり

学校・家庭・地域の連携を強化し、社会全体で子どもを育む仕組みづくりを推進します。

① 特別支援学校におけるコミュニティ・スクール導入モデル事業 ３１４千円(学校教育課)

② 学校を核とした地域づくり推進事業【新規重点】 ３，１９３千円(生涯学習課)

地域学校協働本部の設置を一層推進するため、多様な形態による地域学校協働本部のモデルを

設置し、普及を図るとともに、地域学校協働活動の知識・理解を深めるため、コーディネーター

や教職員等の研修を行う。

③ 地域学校協働活動推進事業 ２，０５４千円(生涯学習課)

④ 地域学校協働活動推進事業費補助 ６，４３８千円(生涯学習課)

⑤ 地域の今と未来をつなぐ教育支援活動コーディネーター等研修（総合社会教育センター）

８１９千円(生涯学習課)

⑥ 子どもの読書活動推進事業（再掲） ２，１８４千円(生涯学習課)

⑦ あおもり家庭教育支援総合事業 ２，７９１千円(生涯学習課)

⑧ 家庭教育支援動画制作普及事業（総合社会教育センター） ３，６２０千円(生涯学習課)

- 14 -



⑨ 家庭教育応援隊養成講座（総合社会教育センター） ７９０千円(生涯学習課)

⑩ 特別支援学校における家庭教育支援事業（再掲） ６８３千円(生涯学習課)

⑪ 障害者の生涯学習支援事業（再掲） １，０１４千円(生涯学習課)

⑫ 放課後子ども教室推進事業費補助 ６０，５２５千円(生涯学習課)

⑬ 若者の社会参加促進事業（再掲） ８２１千円(生涯学習課)
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２ あおもりの今をつくる人財の育成

地域の課題に主体的に取り組む意欲ある人財の育成、地域における持続可能な人財育成の仕組みづく

り、国内外の人財の交流による地域の活性化に取り組みます。

移住の促進など多様な人財との交流によるネットワークを構築し、地域の担い手の確保・育成につな

げます。

若者や女性、高齢者の活躍促進、県民が生きがいを持って生活できる環境づくりに取り組みます。

（１）活力ある持続可能な地域づくりのための人づくり

地域の活力が将来にわたって持続するよう、「生業」づくりや地域づくりに取り組むリーダーの育成

を行うとともに、次の世代を担う人財の育成に向けた仕組みづくりに取り組みます。

国内外の人財の交流などによる地域の活性化や、多様な働き方を可能とする環境づくりに取り組みま

す。

① 若者・女性の学び直しを通じたキャリア形成支援事業【継続重点】 ４，９７８千円(生涯学習課)

県民の主体的なキャリア形成を総合的に支援するため、産学官民のネットワークを構築し、若

者・女性向けのキャリアプランニング講座の開催及び学び直しへの動機付けとなる啓発を行う。

② 社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業 １，８４２千円(生涯学習課)

③ パワフルＡＯＭＯＲＩ！創造塾開催事業（総合社会教育センター） １，２９６千円(生涯学習課)

④ 地域の今と未来をつなぐ教育支援活動コーディネーター等研修（総合社会教育センター）（再掲）

８１９千円(生涯学習課)

（２）生涯を通じた学びと社会参加活動の拡大

県民の生涯を通じた学びの機会の提供や、その学習成果を生かした地域活動への参加推進、高齢者の

活躍促進に取り組みます。

① 特別支援学校を活用した生涯学習講座開設事業 ４７６千円(生涯学習課)

② 学習情報の収集・提供事業（総合社会教育センター） ８，９３８千円(生涯学習課)

③ 元気青森人を創造するｅラーニング推進事業（総合社会教育センター） ９３１千円(生涯学習課)

④ 生涯学習推進基盤整備事業 １，０４８千円(生涯学習課)

⑤ 若者の社会参加促進事業 ８２１千円(生涯学習課)

⑥ 運営管理事業（総合社会教育センター） １１８，２８７千円(生涯学習課)

⑦ 施設設備改修工事（総合社会教育センター） １２，９６４千円(生涯学習課)

⑧ 子どもの読書活動推進事業 ２，１８４千円(生涯学習課)

⑨ 資料整備事業（県立図書館） ６４，７１８千円(生涯学習課)
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３ あおもりの活力をつくる文化・スポーツの振興

本県の歴史・文化を継承していくため、その適切な保存と積極的な活用に取り組みます。

文化芸術に親しむ環境づくりと人財の育成を進めるほか、文化芸術資源を活用した地域づくりに取り

組みます。

スポーツを通じた県民の健康増進や、スポーツを活用した交流人口の拡大などによるにぎわいの創

出、第80回国民スポーツ大会の本県開催を見据えた競技力の向上などに取り組みます。

（１）歴史・文化の継承と活用

縄文遺跡群の世界文化遺産登録をめざす取組を推進するとともに、一体的な保全と活用に取り組みま

す。

郷土の歴史、民俗、産業、自然等に関する資料や文化財などの適切な保存と活用を促進するととも

に、伝統文化の鑑賞・体験機会の充実に取り組みます。

① 「選ばれる三内丸山遺跡」魅力発信推進事業（三内丸山遺跡センター）【新規重点】

１７，０７２千円(文化財保護課)

世界遺産登録を見据え、国内外から「三内丸山遺跡が選ばれる」ために、マーケティング調査

を踏まえ効果的に遺跡の価値や魅力の公開・活用を推進する。

② 特別展開催事業（三内丸山遺跡センター） １４，４６１千円(文化財保護課)

③ 三内丸山遺跡魅力づくり事業（三内丸山遺跡センター） ６８，４７１千円(文化財保護課)

三内丸山遺跡の適切な保存と積極的な活用に向けた整備等を行う。

〇 三内丸山遺跡史跡整備事業【新規】 ２７，９１４千円

史跡整備の基本設計及び環状配石墓等の実施設計

〇 三内丸山遺跡長寿命化事業 ４０，５５７千円

大型掘立柱建物の改修及び高床建物の改修設計

④ 運営管理事業（郷土館） １４７，０７４千円(文化財保護課)

⑤ 文化財修理費補助 ７，１４５千円(文化財保護課)

⑥ 無形民俗文化財等保護費補助 ６４９千円(文化財保護課)

⑦ 記念物環境整備費補助 １，１５１千円(文化財保護課)

⑧ 指定文化財管理費補助 １，２３７千円(文化財保護課)

⑨ 埋蔵文化財緊急発掘調査費補助 １，１２２千円(文化財保護課)

⑩ こども民俗芸能大会 ３，８４６千円(文化財保護課)

⑪ 北海道・東北ブロック民俗芸能大会 ４，２３８千円(文化財保護課)

⑫ 高校生縄文案内人養成事業【継続重点】 ２，９４４千円(文化財保護課)

縄文遺跡群で活動する団体や地域住民による地域活性化及び文化財の保存・活用に携わる人財

の育成を図るため、高校生によるガイド等の体験活動を通じ文化財の新たな活用方法を検討する

とともに、検討結果等を発表するフォーラムを開催する。
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（２）健康でスポーツに親しむ環境づくりと競技力の向上

県民が年間を通じてスポーツに取り組める環境を充実させるほか、全国大会などで活躍できる選手や

指導者を育成し、県民の健康づくりやスポーツによる地域活性化を進めます。

① 学校体育実技講習会（再掲） １，１１２千円(スポーツ健康課)

② 体力向上推進事業（再掲） １，２３５千円(スポーツ健康課)

③ 全国大会派遣費補助（高等学校・中学校） １３，２２０千円(スポーツ健康課)

④ 学校における運動部活動推進事業（再掲） ７，５１４千円(スポーツ健康課)

⑤ 全国中学校体育大会アイスホッケー大会開催費補助【新規】 ６４２千円(スポーツ健康課)

令和３年２月に八戸市で開催される第４１回全国中学校体育大会アイスホッケー大会の開催に

要する経費を補助する。

⑥ 各種体育・スポーツ大会開催費助成 ４，７５０千円(スポーツ健康課)

⑦ 体育施設運営管理事業 ７９０，２６０千円(スポーツ健康課)

⑧ 県有体育施設長寿命化検討事業（県立武道館）【新規】 １，９８０千円(スポーツ健康課)

県立武道館の施設・設備の劣化診断を行い、平成２６年度に策定した長期保全計画の更新等を

行う。

⑨ 青森県スポーツ協会補助 ３０，３７３千円(スポーツ健康課)

⑩ スポーツ振興事業職員費 １８，０００千円(スポーツ健康課)

⑪ 青森県民駅伝競走大会開催費 １６，５９１千円(スポーツ健康課)

⑫ スポーツ科学センター運営管理費 ５８，４３５千円(スポーツ健康課)

⑬ 国体・東北総体派遣事業 ８６，５９４千円(スポーツ健康課)

⑭ スポーツ・レクリエーション振興事業 ７，７１８千円(スポーツ健康課)

⑮ 広域スポーツセンター運営事業 ３，３５９千円(スポーツ健康課)

⑯ みんなが主役！スポーツで健康づくり事業【継続重点】 ５，８６７千円(スポーツ健康課)

県民がスポーツを通じた健康づくりに継続的に取り組む環境の充実を図るため、園児と保護者

向けの体操教室、学生と高齢者とのスポーツ・レクリエーション等を通じた交流会、小学生と保

護者向けのスポーツ意欲を高めるためのイベントを開催する。

⑰ 競技力強化事業 ２７６，４０３千円(スポーツ健康課)

国民スポーツ大会の本県開催に向けた総合的・戦略的な選手強化を行う。

〇 競技力向上対策本部運営費 ８，７８１千円

〇 競技力向上事業 １０７，８５１千円

〇 競技力向上対策特別事業 １３４，９４８千円

競技力向上を図るため、ジュニア選手の発掘・育成、指導者の育成及び公認資格の取得支

援、トップレベルコーチの招聘、競技団体間の情報共有の強化、医・科学スタッフによるサポ

ートの強化、組織マネジメント講習会の開催などの各種施策を展開する。

〇 スポーツ科学チームサポート事業 ３，５１９千円

スポーツ科学専門員による科学的分析に基づくトレーニングのサポートを行う。

〇 スポーツ科学センター環境充実事業 ２１，３０４千円

スポーツ科学チームサポート事業の実施に向け、スポーツ科学センターの組織の充実及び機

器の整備等を行う。
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⑱ 県民の健康・スポーツに関する意識調査実施事業【新規】 １，８８２千円(スポーツ健康課)

次期「青森県スポーツ推進計画」策定の基礎資料とするため、県民の健康・体力に対する意識

や考え方、運動・スポーツの実施状況等を把握する調査を実施する。

⑲ 楽しさアップ！子どもの健康づくり事業【新規重点】（再掲） ３，９３６千円(スポーツ健康課)
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第６ 令和２年度 各課（室）別主要事業の概要

１ 教育政策課

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 教育調査統計の実施 390 国の統計調査及び本県教育の振興を図るための県単独の調査を

実施する。

・国の統計調査

・「学校基本調査」に係る審査・集計

・地方教育費調査

・県単独の調査

・中学校等卒業者の進路状況調査

・高等学校等卒業者の進路状況調査

・中学校等卒業予定者の進路志望状況調査

２ 教育施策の企画調整 946 新たな教育課題への迅速かつ的確な対応を図るため、教育施策

の企画調整等を行う。

・政策企画調整（教育施策立案のため、教育現場の現状と課題

を把握し、新たな教育課題等を検討する。）

・教育施策の概要の作成

・市町村教育委員会教育長会議、県立学校長会議等の開催

３ 教育委員会の事務の 114 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づき、

点検・評価の実施 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検・評価を行い、報告書を作成する。

４ 広報・広聴活動の推 6,735 教育施策等について正しい理解と協力が得られるよう、効果的

進 な広報・広聴活動を行う。

・教育広報あおもりけん（年５回発行）

・青森県の教育（年１回発行）

・グラフでみる青森県の教育（年１回発行）

・あおもり教育フォーラム（年１回開催）

５ 教育行政情報システ 54,479 教育行政における情報処理と事務処理の合理化・効率化を推進

ムの推進 する。

・教育行政情報システムの開発・運用・保守

・情報システムの運用・保守

・全庁ＬＡＮ運用
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２ 職員福利課

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 教職員の健康管理の 10,667 教職員のがんの早期発見と早期治療に役立てるため、がん検診

充実 を実施する。

・乳がん検診 30歳以上の女性教職員 1,400人

・子宮がん検診 女性教職員 1,800人

・大腸がん検診 30歳以上の教職員 250人
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３ 学校教育課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 授業の充実　　　　　　　60,154

(1) 学びの質を高める 6,699 小・中学校において新学習指導要領に対応した授業改善を図る

授業改善プロジェク ため、教員の授業づくりの基本となる「授業スタンダード」を策

ト事業【継続重点】 定し、定着に向けたフォーラムを開催するとともに、学校図書館

の活用を推進する。

(2) 未来社会を切り拓 9,110 高等学校において地域課題解決に向かう資質・能力の育成を推

く高校生の資質・能 進するため、研究指定校による実践研究や研究成果発表会を実施

力育成事業 する。

【継続重点】

(3) 学習状況調査 4,600 本県の児童生徒の学力向上に資するよう学習指導の改善を図

り、学力の維持向上に取り組むため、県内公立小・中学校の児童

生徒を対象に学習状況調査を実施する。

・調査対象学年 小学校５学年全員

中学校２学年全員

・実施教科等 小学校 国語・社会・算数・理科、質問紙

中学校 国語・社会・数学・理科・英語、

質問紙

(4) 青森県英語教育連 1,814 小・中・高等学校における英語担当教員の指導力向上を図るた

携推進事業 め、先進的な授業実践を公開するとともに、小学校英語教育に係

【継続重点】 るメンター（助言者）を育成する。

(5) スーパーサイエン 3,621 科学技術や理科・数学に関する教育を重点的に行い、高等学校

スハイスクール支援 におけるカリキュラム開発等を行うスーパーサイエンスハイスク

事業 ール指定校について、資料整理や報告原稿の入力作業等の事務負

担軽減のため、事務支援員を配置する。

(6) エネルギーに関す 3,496 児童生徒がエネルギーに関する理解を深め、自ら判断する力を

る教育支援事業費補 身に付けることをねらいとした体験的な学習を推進するための市

助 町村及び県立学校が行う教育活動等に要する経費に対し助成す

る。

(7) 学校図書館活用推 332 学校図書館の現状認識と活用推進を図るため、学校図書館担当

進事業 者（司書教諭、学校司書、その他担当者）を対象として講義・演

習及び情報交換等を実施する。
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学校教育課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(8) 外部人材活用によ 26,445 教職員の業務の負担軽減を図るため、教職員の事務的補助を行

るスクールサポート うスクールサポートスタッフの配置を拡充する。拡充に当たって

スタッフ配置事業 は、障害者を雇用することとし、県教育委員会における障害者雇

（県立学校） 用を推進する。

・令和２年度 １５校

(9) 高等学校定時制・ 2,610 勤労青少年の高等学校定時制課程又は通信制課程への就学を促

通信制教科書学習書 進し、教育の機会均等を保障することを目的として、同課程に在

給与事業 学する有職生徒の教材費負担軽減措置として、教科書及び学習書

を給与する。

(10) 被災児童生徒就学 1,427 東日本大震災による被災を起因とした経済的理由により就学困

支援等事業 難な児童生徒に対する就学支援等の事業を行う市町村等に対し、

必要な経費を補助する。

２ 道徳教育の充実 1,968

(1) 道徳教育研究協議 217 小・中学校の道徳教育の充実を図るため、研究協議を行う。

会

(2) 道徳教育地域支援 1,751 学習指導要領に基づいた道徳教育の質の向上と充実を図るた

事業 め、学校・地域の実情に応じて道徳教育に関する多様な取組を実

施し、成果を普及する。

３ 特別活動の充実 21,138

(1) ドリカム人づくり 9,972 児童生徒の向上心や積極的に学ぶ意欲を育むため、児童生徒が

推進事業 主体となり企画・活動を行う特色ある学校づくり事業を実施す

る。

・対象校 県立学校１８校程度

(2) 高校生による震災 5,148 高校生の絆やつながりを大切にする意識と、自ら考え主体的に

復興支援ボランティ 行動する意識の涵養を図るため、高校生による震災復興支援や被

ア事業 災者との交流活動を行う。

(3) 青森県中学校文化 1,700 中学校における文化活動を支援するため、県中学校総合文化祭

連盟支援事業 の開催経費に対し助成する。
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学校教育課（その３）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(4) 青森県高等学校文 791 高等学校における文化活動を支援するため、県高等学校文化連

化連盟支援事業 盟が行う、全国・東北大会への生徒派遣費の一部を補助する。

(5) 県高等学校総合文 2,888 高等学校における文化活動を支援するため、県高等学校総合文

化祭 化祭の開催経費の一部を補助する。

(6) 科学の甲子園関係 639 高等学校と中学校の生徒が、科学に関する知識・技術等を競い

事業費 合う「科学の甲子園」及び「科学の甲子園ジュニア」の全国大会

への本県代表校を選抜するため、青森県大会をそれぞれ開催す

る。

４ 生徒指導の充実 172,593

(1) 学校の教育相談体 137,360 児童生徒のいじめ、不登校や子どもの貧困問題等の諸課題への

制充実を支援する外 対応に係る学校の教育相談体制を支援し解決を図るため、小・中

部専門家活用事業 ・高等学校等へ心理分野に関して高度な専門的知識・経験を有す

るスクールカウンセラー及び教育・福祉分野に関して専門的知識

・経験を有するスクールソーシャルワーカーを配置・派遣する。

・スクールカウンセラー 全小・中学校及び高等学校７校

※高等学校からの要請の増加へ対応した派遣回数の拡充

・スクールソーシャルワーカー 全小・中学校及び高等学校６校

(2) 居場所づくり・絆 3,116 不登校の未然防止等のため、安心して学べる環境づくりに向け

づくり推進事業 た調査研究や、医療・心理・福祉等の関係機関や民間団体等によ

【新規】 る協議会を実施するとともに、市町村における支援体制の整備促

進に向けたコーディネーターを配置する。

(3) ２４時間いじめ等 9,917 いじめ・不登校などの様々な課題を抱える児童生徒・保護者を

電話相談事業 支援するため、夜間・休日を含む２４時間対応可能な相談体制を

整備するとともに、生徒指導担当者による会議を開催する。

(4) 安心できる学校づ 2,158 いじめを早期に発見し、事案に対処するため、連絡協議会及び

くり推進事業 教職員向けの研修会を開催するとともに、県立学校における危機

的事態発生時に派遣する「こころの緊急支援活動チーム」を設置

する。
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学校教育課（その４）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(5) 青少年の安全・安 474 青少年のインターネット利用におけるモラルやリテラシーの向

心なネット利用環境 上を図るため、児童生徒や保護者等に対して学校や家庭で活用す

づくり推進事業 る指導啓発用リーフレットを作成する。

（教育委員会分） （知事部局、教育委員会、警察本部による連携事業）

【継続重点】

(6) ソーシャルメディ 2,893 関係機関等と連携してＳＮＳなどインターネット上のいじめに

ア等監視員配置事業 関する事案を早期発見するため、ソーシャルメディア等監視員を

配置する。

(7) いじめ防止対策事 776 いじめ防止等のための対策を実効的に行うため、県立学校に外

業 部専門家や学校関係者による組織を設置する。

(8) 青森県いじめ防止 147 いじめ防止等のための対策を審議するとともに、重大事態に関

対策審議会費 する調査を行うため、専門的知識及び経験を有する委員による審

議会を開催する。

(9) 小・中学校指導関 1,395 小・中学校における指導の充実や児童生徒の問題行動の防止等

係経費 に向けた協力体制の強化を図るため、関係者による情報交換・研

究協議を行うとともに、日本語指導が必要な児童生徒担当教員等

連絡協議会を開催する。

(10) 高等学校指導関係 2,069 高等学校における指導の充実を図るため、関係者による情報交

経費 換・研究協議や指導主事等による学校訪問等を行う。

また、令和４年度第３２回全国産業教育フェア青森大会の開催

に向けた準備を行う。

(11) 魅力ある学校づく 945 いじめや暴力行為、不登校等に適切に対応するため、各地域が

り調査研究事業 抱える生徒指導上の諸問題に係る調査研究及びその成果を踏まえ

た実践的な取組を行う。

(12) 適応指導 10,453 不登校児童生徒の自立心を育み学校へ復帰できるよう適応指導

を行う。（総合学校教育センター）

・対象 小・中・県立学校児童生徒
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学校教育課（その５）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(13) いじめ・不登校対 615 いじめ、不登校、暴力行為等の問題行動等についての理解、指

策、支援教育研修講 導・援助の仕方について、また、通常の学級及び特別支援学級等

座 における特別支援教育指導法の研修を行い、学級経営の指導向上

を図る。（総合学校教育センター）

・対象 小・中・県立学校教員

(14) 児童生徒理解、グ 275 児童生徒理解の客観的方法としての心理検査の理論、技法等に

ループアプローチ、 ついて研修を行い、学校における教育相談活動を効果的に実践す

アセスメント研修講 る指導力の向上を図る。（総合学校教育センター）

座 ・対象 小・中・県立学校教員

５ キャリア教育の推進 103,448

(1) 医師を志す高校生 22,258 医学部医学科への入学者の増加を図るため、県内３つの拠点校

支援事業 が中心となり、医学科進学を目指す高校生の実力養成と教員の指

導力向上等を図るための学習プログラム等を実施する。

・対象 高校１・２・３年生

(2) 進学力を高める高 6,317 大学進学率の更なる向上を目指し、高校生の学力向上と教員の

校支援事業 指導力向上等を図るため、各学校における特色ある取組を実施す

る。

(3) 県立学校就職促進 1,217 生徒の就職促進に向けた体制整備に資する取組を実施する。

関連事業 ・高等学校就職促進連絡会議の開催

経済団体、保護者、行政及び教育関係者が一堂に会し、高

校生の就職問題について共通理解を図るとともに、求人確保

の方策等について協議を行う。

・特別支援学校職場実習の促進

特別支援学校職場実習における事業所等との事前打ち合わ

せや巡回指導等を行う。

(4) 地域と連携したキ 5,390 高校生の職業観・勤労観の育成と卒業後の県内定着を図るた

ャリア教育推進事業 め、生徒のキャリア教育の活動を記録する教材と指導事例集を作

【継続重点】 成するとともに、高校と県内企業の理解促進のための講演会、企

業訪問や交流会等を実施する。

(5) 高校生の就職総合 27,076 高校生の就職支援を強力に推進するため、生徒の就職に有利と

支援プロジェクト事 なる資格取得に向けた研修等を実施するとともに、生徒の職業・

業 企業理解を図るための企業訪問を実施する。

- 26 -



学校教育課（その６）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(6) 高校から取り組む 33,043 高校生の県内就職率の向上を図るため、県内企業等と連携した

人口減少対策プロジ 郷土と県内就職に対する理解を深める学習を行うとともに、県内

ェクト事業 就職に関する情報提供や県内企業との相互理解を促進するための

【新規重点】 就職支援員を配置する。

(7) 三農発「観光・ス 5,272 本県の観光農業の活性化及び農業の省力化を図るため、県立三

マート農業」推進プ 本木農業高校において、高校生による観光農業のＰＲや教育旅行

ロジェクト事業 団体受入モデルの開発・実践を行うとともに、スマート農業に資

【継続重点】 するシステムの構築や普及を行う。

(8) 仕事力養成推進事 2,875 高校生が社会人・職業人として自立していくための仕事力を養

業 成するため、体験活動（インターンシップ等）と演習（ビジネス

マナー等）を組み立てた就職指導プログラムを高校３年間を通し

て系統的に実施する。

６ 特別支援教育の充実 318,362

(1) 地域における特別 5,140 特別な教育的ニーズのある児童生徒に対する教育相談体制を充

支援教育相談体制強 実させるため、関係機関との連携強化に向けた検討会議を開催す

化事業【新規重点】 るとともに、理学療法士及び言語聴覚士等外部人材の活用による

教員の専門性向上研修等を行う。

(2) 特別支援学校技能 3,857 特別支援学校高等部生徒の社会的・職業的自立を促進するた

検定事業 め、青森県版「特別支援学校技能検定」の充実を図るとともに、

「青森県特別支援学校技能検定・発表会」を実施する。

(3) 特別支援学校生徒 62,128 特別支援学校高等部卒業生等の企業就労に向けた職業スキル等

の夢や志を支援する を育成するため、県内３地区に「県教育庁障害者就労促進センタ

就労促進事業 ー」を設置し、任期付雇用による就労機会の提供や育成プログラ

ムの開発等を行うとともに、障害者雇用の理解啓発を図る。

(4) 特別支援学校にお 314 特別支援学校に在籍する幼児、児童及び生徒の自立と社会参加

けるコミュニティ・ に向け、家庭や地域社会の教育力を活用した教育活動を展開して

スクール導入モデル いくため、３校においてコミュニティ・スクールを導入し、実践

事業 研究を行う。
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学校教育課（その７）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(5) 特別支援学校にお 3,957 特別支援学校児童生徒が、学校教育段階から生涯を通じてスポ

ける障害者スポーツ ーツに親しむ態度を育成するため、特別支援学校におけるスポー

推進事業 ツの推進に向けた関係者による連絡協議会の設置、他の特別支援

学校や地域のスポーツ団体等と連携した活動等を行う。

(6) 特別支援学校就学 234,386

奨励事業

① 特別支援教育推 863 障害児の就学を円滑に推進するため、各教育事務所管内ごとに

進事業 保護者等を対象とする就学相談を行うとともに、県教育支援委員

会及び就学事務研究協議会を開催する。

② 訪問教育指導事 1,365 特別支援学校に在籍し、障害のため通学して教育を受けること

業 が困難な児童生徒に対して、教員を派遣して教育を行う。

③ 特別支援学校就 223,149 特別支援学校の幼児、児童及び生徒に対し、就学に必要な学用

学奨励費 品費等を助成し、特別支援教育の普及奨励を図る。

④ 特別支援教育就 9,009 特別支援学校において、就学奨励費に係る事務の効率化を図る

学奨励費システム ためのシステムを導入する。

導入事業【新規】

(7) 特別支援教育指導 1,072 特別支援学校における指導の充実を図るため、関係者による情

関係経費 報交換・研究協議を行うとともに、指導主事等による学校訪問等

を行う。

(8) 特別支援教育相談 7,508 特別支援教育に係る教育相談を行うとともに、情報の普及・啓

事業 発を図る。（総合学校教育センター）

７ 国際化に対応する教 162,255

育の推進

(1) グローバル社会を 15,730 新学習指導要領における高等学校英語教育への対応と国際社会

主体的に生き抜く人 で活躍できる実践力を持った人財育成に向け、英語教育推進リー

財育成事業 ダーの育成及び海外研修プログラムの作成を行うとともに、台湾

【新規重点】 の高校との相互交流による協働学習を実施する。
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学校教育課（その８）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(2) 外国語指導助手設 140,589 生徒の語学力の向上を図るとともに、併せて外国語担当教員の

置事業 指導力の向上を図るため、語学指導等を行う外国青年を招致す

る。

・招致人員 ２９人

・配 置 先 県立高校、学校教育課、総合学校教育センター

(3) 済州国際青少年フ 971 国際的視野に立って活躍できる人財を育成するために、本県と

ォーラム派遣事業 姉妹提携協定を締結した大韓民国済州特別自治道で開催される

「済州国際青少年フォーラム」に高校生・教員を派遣し、相互理

解及び交流を促進する。

(4) 英語力を強化する 2,229 高等学校学習指導要領「外国語」を着実に実施するため、英語

指導改善事業 教員の指導力改善を図るとともに、生徒の英語使用機会の大幅な

拡大や英語学習に対するモチベーションの向上を図る等の取組を

支援する。

(5) 高校生国際交流推 2,736 本県の高校生等の異文化理解を深め、諸外国との相互理解等の

進事業 推進を図るため、留学の促進と留学機運の醸成に取り組む。

８ 情報化に対応する教 13,519

育の推進

(1) ＩＣＴ教育推進事 5,393 小・中学校におけるＩＣＴ機器の整備促進や小学校プログラミ

業【継続重点】 ング教育の普及啓発を図るため、ＩＣＴ教育推進リーダーを育成

するとともに、小学校プログラミング教育の指導内容等に関する

研修会等を実施する。

(2) 県立学校システム 349 県立学校の情報システムの運用管理者を対象に、校内ネットワ

管理者連絡協議会 ーク運用に係るガイドラインの趣旨徹底を図るとともに、各種の

情報交換を行うための連絡協議会を開催する。

(3) 教育情報提供事業 7,777 児童生徒及び教職員に対して教育素材、学習素材等教育情報を

インターネットにより提供し、学校教育における情報化の推進に

資する。（総合学校教育センター）

- 29 -



学校教育課（その９）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

９ 研修の充実 40,998

(1) 初任者研修（小・ 21,454 新任教員に対して、実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

中学校、県立学校） 広い知見を得させるために、職務の遂行に必要な事項に関する実

践的な研修を実施する。

・対象教員 小１３０人 中６０人 高７０人 特２５人

計２８５人

・研修内容 ①勤務校における実地研修

②総合学校教育センター等における校外研修

③県内社会教育施設等を利用して行う宿泊研修

(2) 教職員研修関係経 2,443 教員の指導力等のより一層の向上を図るため、職務の遂行に必

費 要な事項に関する実践的な研修を実施する。

・臨時講師研修会

・初任者フォローアップ研修

・中堅教諭等資質向上研修

・特別支援教育新任担当教員研修

・特別支援学校における医療的ケア担当教員研修

(3) 幼稚園新規採用教 557 幼稚園の新任教員に対して、基礎的素養と実践的指導力を養う

員研修 とともに、幅広い知見を得させるために、職務の遂行に必要な事

項に関する実践的な研修を実施する。

(4) 教育課程研究集会 2,223 小学校、中学校及び特別支援学校教育課程の実施上の諸問題を

（小・中学校、特別 それぞれ研究協議し、教員の指導力向上を図る。

支援学校）

(5) 教員等資質向上推 252 「教育公務員特例法等の一部を改正する法律」の施行に伴い、

進協議会 県教育委員会が策定する校長及び教員の資質向上に関する指標等

について協議するため、青森県教員等資質向上推進協議会を開催

する。

(6) 高等学校新教育課 785 高等学校学習指導要領の改訂に伴う新教育課程の円滑な実施を

程説明会（県内説明 図るため、中央説明会を受講した教員等を講師とした県内説明会

会） 等を実施するとともに、教育課程編成のための資料を作成・配布

する。
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学校教育課（その１０）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(7) 特別支援教育新教 267 特別支援学校学習指導要領の改訂に伴う新教育課程の円滑な実

育課程説明会（県内 施を図るため、中央説明会を受講した教員等を講師とした県内説

説明会） 明会等を実施するとともに、教育課程編成のための資料を作成・

配布する。

(8) 特別支援教育専門 1,532 特別支援教育担当教員を、独立行政法人国立特別支援教育総合

研修 研究所に派遣し、専門的知識を習得させるとともに、指導力の向

上を図る。

・２か月研修 ６人

(9) 研修講座 11,485 各学校種別及び教科別等の研修を合計１１０講座実施し、教員

の資質向上を図る。（総合学校教育センター）

・職務研修講座 １７講座 981千円

・事務職員研修講座 ３講座 48千円

・小学校研修講座 １３講座 3,657千円

・中学校研修講座 １９講座 1,389千円

・高等学校研修講座 ２３講座 1,855千円

・産業教育研修講座 １９講座 1,627千円

・特別支援教育研修講座 ８講座 917千円

・教育相談研修講座 ８講座 1,011千円
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４ 教職員課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ あおもりっ子育みプ 784,060 小学校の１～４年生について、学年２学級以上で３３人学級編

ラン２１ 制を実施し、学年１学級は、学級を分割せず非常勤講師を配置す

る。

中学校の１年生について、学年２学級以上で３３人学級編制を

実施する。

小学校の複式学級について、１年生又は２年生を含む人数の多

い学級に非常勤講師を配置する。

２ 外部人材活用による 31,170 学力向上を図るための教科指導の充実や教育課題に対応し、教

教科指導等充実事業 員が子ども一人一人に向き合う環境づくりを行うため、中学校に

非常勤講師を配置する。

・配置校 中学校２０校(４学級以下の中学校を有する市町村)

３ 外部人材活用による 24,682 教職員の業務の負担軽減を図るため、教職員の事務的補助を行

スクールサポートスタ うスクールサポートスタッフの配置を拡充する。拡充に当たって

ッフ配置事業（小・中 は、障害者を雇用することとし、県教育委員会における障害者雇

学校） 用を推進する。

・令和元年度 ６校 → 令和２年度 １４校

４ 学校図書館活動支援 6,652 学校図書館の運営の改善及び機能向上により、授業等での積極

事業 的な活用を促進するため、県立高等学校に学校図書館サポーター

を配置する。

・配置人数 県立高校６名

５ スクールライフサポ 4,371 県立高等学校において、教諭等と連携しながら特別な支援を要

ーター配置事業 する生徒に対する授業補助や学校生活支援、社会性向上支援等を

行うスクールライフサポーターを配置する。

・配置校 県立高校３校

６ 学校評議員配置事業 2,997 県立学校において、家庭や地域と連携しながら特色ある教育活

動を展開できるよう、学校長が学校運営に関する意見聴取等を行

うため、保護者や地域住民等の代表者で構成される学校評議員を

配置する。

・配置人数 １校当たり５名

・会議開催 １年につき２回程度
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教職員課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

７ 高等学校定時制課程 6,036 働きながら高等学校の定時制課程及び通信制課程に在学する者

及び通信制課程修学奨 に対し修学奨励金を貸与し、修学条件の改善を図る。

励金貸与事業 ・対象者 高校定通課程在学者

経常的所得を得る職業についている者

一定の所得以下の者

・貸与額 全学年 月額14,000円＋交通費相当額（月額4,000

円を上限）

８ 高校奨学金貸与事業 16,929 公益財団法人青森県育英奨学会が実施する高校奨学金貸与事業

費補助 に要する経費を補助する。

９ 高等学校通学費等支 100,000 県内における修学の更なる機会均等を図るため、一定の条件を

援対策事業費補助 満たす生徒に対し、通学費等に係る負担を軽減する高校奨学金の

【新規】 返還免除制度を実施するための基金造成に要する経費を補助す

る。

- 33 -



５ 学校施設課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 県立学校施設の整備 4,213,889

(内当初予算分

3,441,738)

(内２月補正分

772,151)

(1) 県立学校施設の老 2,790,924 学校施設の老朽化の解消等による安全・安心の確保への対応

朽化の解消等による (内当初予算分 として、校舎等改築、長寿命化対策及び大規模改修事業等を行

安全・安心の確保 2,714,521) う。

(内２月補正分 ・校舎等建築 952,261千円

76,403) （新規）三沢高校［校舎等改築］

（継続）八戸工業高校［校舎等改築］

・県立学校長寿命化・重点改良事業費 1,263,741千円

（継続）八戸水産高校・野辺地高校・三本木農業高校

弘前実業高校［校舎等改修］

・県立学校大規模改修費 468,771千円

（うち２月補正分76,403千円）

（新規）県立高校１校、特別支援学校５校

（継続）特別支援学校５校

・非構造部材の耐震性一斉点検費 60,657千円

（新規）県立高校３８校

・ボイラー煙突アスベスト対策費 45,494千円

（継続）県立高校３校

(2) 県立特別支援学校 255,429 特別支援学校の教室不足への対応として、改修事業を行う。

の教室不足の解消等 ・県立学校校舎等改修費 255,429千円

（継続）弘前第一養護学校［校舎転用改修］

(3) 県立高等学校にお 1,167,536 専門高校の良好な教育環境を整備するため、実習施設の改築事

ける教育環境の充実 (内当初予算分 業等を行う。

471,788) ・県立学校校舎等建築費 802,599千円

(内２月補正分 （うち２月補正分695,748千円）

695,748) （継続）三本木農業高校［食品製造実習棟新築］

・県立学校校舎等改修費 352,598千円

（継続）五所川原工業高校［校舎転用改修］

・実習船建造費 12,339千円

（新規）実習船青森丸代船設計費
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学校施設課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

２ 県立学校設備の整備 2,169,260 県立学校の実習設備や教育用コンピュータ等の整備を行う。

(内当初予算分 ・産業教育設備整備費 240,137千円

860,747) （継続）一般設備

(内２月補正分 （継続）特別装置

1,308,513) （継続）リニューアル事業

（継続）情報処理教育設備

・教育用コンピュータ整備費 79,571千円

（継続）県立高校３４校・特別支援学校２０校

・理科教育等設備整備費 9,123千円

・教材・設備整備費 27,368千円

・校務のＩＣＴ活用推進事業（新規） 408,977千円

・県立学校情報教育推進事業（新規） 1,404,084千円

（うち２月補正分1,308,513千円）

３ 県立高等学校等就学 2,438,547 家庭の教育費負担を軽減するため、県立高校等の一定の所得未

支援金 満の世帯の生徒に対し、授業料に充てるための支援金を支給す

る。

・支給対象

全日制・定時制・通信制

令和２年６月まで 道府県民税所得割額及び市町村民税所

得割額の合算額が507,000円未満の世

帯

令和２年７月から 地方税の課税所得に100分の6を乗じて

得た額から調整控除の額を差し引いた

額が304,200円未満の世帯

専攻科

住民税非課税世帯又は住民税非課税世帯に準じる世帯

・支給単価

全日制・専攻科（住民税非課税世帯） 月額 9,900円

専攻科（住民税非課税世帯に準じる世帯） 月額 4,950円

定時制 月額 2,700円

通信制 １単位 310円

４ 奨学のための給付金 487,243 低所得世帯の授業料以外の教育費負担を軽減するため、県立高

事業 校等の生徒の保護者等に対し、奨学のための給付金を給付する。

・給付対象 年収270万円未満程度の世帯

・給付額

生活保護受給世帯 32,300円（専攻科36,500円）

第１子の高校生等がいる世帯 84,000円

（通信制・専攻科36,500円）

15歳以上23歳未満の扶養されている兄弟姉妹がいる世帯で

第２子以降の高校生等がいる世帯 129,700円

（通信制・専攻科36,500円）
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６ 生涯学習課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 学校・家庭・地域の 295,509

協働による未来を担う

人財の育成

(1) 社会教育を核とす 1,327 学校におけるキャリア教育のより効果的な実施に向け、地元企

る地域ネットワーク 業等と学校のネットワーク会議や模擬授業等を行う。

活用促進事業（キャ

リア教育の推進）

(2) 少年自然の家運営 202,171 青少年教育施設における実践的・体験的な活動を通して、青少

管理事業 年の自主性、社会性を涵養し、自己の形成を図る。

（梵珠少年自然の家・種差少年自然の家）

(3) 子どもの読書活動 2,184 「青森県子ども読書活動推進計画（第四次）」に基づき、読書

推進事業 に親しみ自主的に読書活動をする子どもたちを育成するため、子

どもが読書に親しむ機会の充実、環境の整備・充実、理解と関心

の普及・啓発を進める取組を展開する。

(4) いじめ防止キャン 7,441 いじめ問題への理解と認識を深めるため、いじめ防止を内容と

ペーン推進事業 した標語を募集し、その優秀作品を主題としたテレビＣＭを通じ

て視聴者へ語りかけることにより、広く県民のいじめ防止に向け

た意識の啓発を行う。

(5) 特別支援学校にお 683 障害のある児童生徒の保護者等が、子どもの健やかな成長のた

ける家庭教育支援事 めに、障害児の心理や行動について理解を深めたり、家庭教育上

業 の課題や卒業後の就労等について必要な知識を習得するととも

に、同じ悩みを持つ保護者同士並びに地域住民と交流を深める機

会とする。

(6) 学校を核とした地 3,193 地域学校協働本部の設置を一層推進するため、多様な形態によ

域づくり推進事業 る地域学校協働本部のモデルを設置し、普及を図るとともに、地

【新規重点】 域学校協働活動の知識・理解を深めるため、コーディネーターや

教職員等の研修を行う。

- 36 -



生涯学習課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(7) 学校・家庭・地域 69,017 地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支え、地域を創生す

連携協働推進事業 る地域学校協働活動を推進するため、より多くの地域住民等の参

画による多様な活動を継続的・安定的に実施する体制づくりを支

援する。

・地域学校協働活動推進事業 2,054千円

・放課後子ども教室推進事業費補助 60,525千円

・地域学校協働活動推進事業費補助 6,438千円

(8) あおもり家庭教育 2,791 保護者が安心して家庭教育を行うため、地域全体で家庭教育を

支援総合事業 支援していく気運を高めるフェスタの開催や、保護者の学びの機

会の充実に向けた家庭教育アドバイザーの派遣及びネットワーク

の形成に向けた研修会を実施する。

(9) 大学生とカタル！ 1,000 中学生・高校生のやる気を引き出し、自らの夢に向かって主体

キャリアサポート形 的に行動できる人財を育成するため、コミュニケーション、コー

成事業 チング等の所定の研修を修了した大学生によるワークショップを

実施する。（総合社会教育センター）

(10) 高校生スキルアッ 195 高校生の知識や経験の幅を広げ、社会の変化に柔軟に対応し、

ププログラム推進事 たくましく生きるための様々なスキルの向上を図るため、学校外

業 における学習への積極的な取組を促進する。

（総合社会教育センター）

(11) 青森で生きる未来 1,097 郷土に対する子どもたちの理解を深め､地域コミュニティの活

人財育成事業 性化を図るため、市町村等の学習活動に高校生・大学生を派遣

し、異年齢交流を行う。（総合社会教育センター）

(12) 家庭教育応援隊養 790 地域全体で家庭教育を支援する体制を整備するため、各地域で

成講座 子育てを応援する家庭教育支援者やリーダーを育成する講座を実

施する。（総合社会教育センター）

(13) 家庭教育支援動画 3,620 子育てに関わる人々の抱える不安や悩みを払拭するとともに、

制作普及事業 家庭教育の重要性についての情報の普及を図るため、各家庭や地

域での様々な子育て情報に関する動画配信及びテレビ番組放送を

行う。（総合社会教育センター）
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生涯学習課（その３）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

２ 活力ある持続可能な 9,188

地域づくりに向けた人

財の育成

(1) 若者・女性の学び 4,978 県民の主体的なキャリア形成を総合的に支援するため、産学官

直しを通じたキャリ 民のネットワークを構築し、若者・女性向けのキャリアプランニ

ア形成支援事業 ング講座及び学び直しへの動機付けとなる啓発を行う。

【継続重点】

(2) 社会教育を核とす 515 様々な立場から社会教育活動を支援していく人財を育成するた

る地域ネットワーク め、市町村の社会教育主事等が中心となり、地域課題の解決等に

活用促進事業（地域 向けて首長部局、企業・民間団体等の地域の多様な主体と連携・

課題の解決） 協働する事業を企画・実践する。

(3) 若者の社会参加促 821 若者の社会参加を促進するため、若者団体等が企画立案する地

進事業 域の課題等を踏まえたモデル事業を実施するとともに、ひきこも

りやニート等の課題を抱える若者の自立を支援する体験活動を実

施する。

(4) パワフルＡＯＭＯ 1,296 新たな地域活動者の発掘・育成を行うとともに、仲間づくりの

ＲＩ！創造塾 促進やネットワークの形成・強化、地域活動の活性化を図り、地

域コミュニティを牽引する人財を育成する。

（総合社会教育センター）

(5) 地域の今と未来を 819 学校・家庭・地域及び企業が連携・協働して地域の子どもを育

つなぐ教育支援活動 むため、コーディネーター等のスキルアップ及び人財の拡充を図

コーディネーター等 るための研修を行う。（総合社会教育センター）

研修

(6) 生涯学習・社会教 759 生涯学習・社会教育関係職員及び関係団体職員等の資質向上の

育関係職員研修講座 ため、業務遂行に係る基礎的・実務的な研修を行うとともに、地

域課題の把握と課題解決につながる実践的な知識・技能の習得と

人財育成を目的とした研修を行い、ネットワーク形成を図る。

（総合社会教育センター）
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生涯学習課（その４）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

３ 生涯を通じた学びと 11,881

社会参加の推進

(1) 特別支援学校を活 476 県立特別支援学校の施設・教育機能を積極的に開放し、地域住

用した生涯学習講座 民の多様な学習ニーズに対応することにより、県民の生涯学習を

開設事業 推進し、開かれた学校づくりを促進する。

(2) 障害者の生涯学習 1,014 障害のある青年の地域社会における自立と社会参加を支援する

支援事業費 とともに、地域住民との交流の機会とする。

(3) 元気青森人を創造 931 県民個々人が、自己の生き方や働き方を選択しながら人生を設

するｅラーニング推 計できるよう、いつでも、どこでも手軽に学べるインターネット

進事業 による講座「ｅラーニング」により、学習教材の配信等を行う。

（総合社会教育センター）

(4) 学習情報提供事業 9,460 県民の学習活動を促進するため、県民に対して各種学習情報の

提供を行う。（総合社会教育センター）

・学習情報の収集・提供事業 8,938千円

・視聴覚ライブラリー運営事業 522千円

４ 社会教育推進のため 204,986

の基盤整備

(1) 生涯学習推進基盤 1,048 生涯学習振興法第１０条に基づき、本県の生涯学習推進に資す

整備事業 る施策の総合的な推進に関する重要事項について調査、審議する

ため、生涯学習審議会を運営する。

(2) 青森県社会教育委 449 社会教育法第１７条に基づき、本県社会教育の振興施策につい

員の運営 て審議及び調査研究を行い、県教育委員会に答申、建議を行う。

(3) 社会教育主事有資 527 社会教育主事の有資格者を育成し、今後の社会教育指導体制を

格者育成派遣事業 充実させるため、指導主事や学校教員等を社会教育主事講習に派

遣する。

(4) 県立図書館資料整 64,718 県民の生涯学習の場として、また、県内の図書館のセンターと

備 して、県民に必要な資料を整備し、充実した図書館サービスを提

供する。（県立図書館）
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生涯学習課（その５）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(5) 総合社会教育セン 125,280 総合社会教育センターにおいて、一部業務について指定管理者

ター運営管理事業 による運営・管理を行う。

・総合社会教育センター指定管理料 118,287千円

・総合社会教育センター運営費 6,993千円

(6) 総合社会教育セン 12,964 施設設備の老朽化に対応するため、改修に係る設計及び修繕工

ター施設設備改修工 事を行う。（総合社会教育センター）

事
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７ スポーツ健康課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 学校体育・スポーツ 23,723

の充実

(1) 学校体育実技講習 1,112 教員の指導力の向上を図るため、授業や運動部活動における指

会 導法の講習会を実施する。

(2) 体力向上推進事業 1,235 児童生徒が自ら進んで運動できる環境づくりを支援するため、

講習会等を実施し、発達の段階を踏まえた体力向上の実践的な指

導法の充実を図る。

(3) 全国大会派遣費補 13,220 高等学校及び中学校の体育・スポーツの振興を図るため、全国

助（高等学校・中学 大会への選手・役員の派遣費に対し補助する。

校） 補助金交付先 青森県高等学校体育連盟及び青森県中学校体育

連盟

(4) 学校における運動 7,514 運動部活動の指導体制充実及び質的向上を図るため、運動部活

部活動推進事業 動指導者を対象とした研修会を開催するとともに、中学校及び県

立高等学校に部活動指導員を配置する。

(5) 全国中学校体育大 642 令和３年２月に八戸市で開催される第４１回全国中学校体育大

会アイスホッケー大 会アイスホッケー大会の開催に要する経費を補助する。

会開催費補助 補助金交付先 青森県中学校体育連盟

【新規】

２ 健康教育の充実 400,355

(1) 学校医等の配置 87,426 県立学校の保健管理の充実を図るため、学校医、学校歯科医、

学校薬剤師等を配置する。

(2) 定期健康診断費 90,919 県立学校教職員及び児童生徒の健康管理の適正を期するため、

定期健康診断を実施する。

(3) ストレスチェック 4,552 県立学校教職員のメンタルヘルス対策に資するため、ストレス

実施経費 チェックを実施する。

(4) 交通安全プロモー 112 交通安全教育の啓発及び交通安全行動の定着化を図るため、交

ション事業 通安全教材を配付するとともに、交通安全推進地区の指定により

地域全体での交通安全教育を推進する。

(5) 独立行政法人日本 158,006 県立学校児童生徒の学校管理下における災害に対し、災害共済

スポーツ振興センタ 給付金を給付する。

ー災害共済給付 ・共済掛金 54,587千円

・災害共済給付金 103,419千円
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スポーツ健康課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(6) 学校安全教室指導 341 各学校において、防犯・交通安全教室、避難訓練、心配蘇生法

者研修 実技講習等の開催を通じ、実践的な安全教育及び安全管理等の充

実を図るため、教職員等を対象とした指導者研修会を開催する。

(7) 健康教育関係事業 781 生涯にわたり心身ともに健康でたくましく生きることのできる

児童生徒を育成するため、健康・体力実態調査、表彰活動、研究

大会等を行う。

(8) 養護教諭研修（新 8,864 新規採用の養護教諭に対して、職務に必要な基礎知識及び技術

規採用研修、フォロ を習得させるため、実践的な研修を行う。

ーアップ（２年次） 採用２年目の養護教諭に対しては、これまでの保健室経営を振

研修、中堅教諭等資 り返り、自校の健康課題のとらえ方、解決策及び活動について、

質向上研修（前期・ 成果と新たな課題を確認する。

後期）） また、採用５～７年目、１２～１５年目の中堅の養護教諭に対

しては、指導実践力の更なる向上を図るための研修を行う。

(9) いきいき青森っ子 2,610 健康教育実践研究校の指定により、本県における健康教育の在

健康づくり事業 り方、進め方の協議及び健康課題解決のための具体的な指導内

容、指導方法について研究等を行う。

(10) 被災児童生徒就学 1,336 東日本大震災により被災し、就学困難と認められる児童生徒の

援助事業（医療費・ 保護者等を対象に就学援助を行う市町村に対して補助するととも

学校給食費） に、県立学校の児童生徒の保護者等を対象に就学援助を行う。

(11) 薬物乱用防止教室 264 学校における適切な薬物乱用防止教育が実践されるよう、教職

事業 員を対象とした研修会を開催する。

(12) 楽しさアップ！子 3,936 本県の児童生徒の体力向上及び肥満傾向児出現率の低下に向

どもの健康づくり事 け、「楽しい体育」に向けた授業改善を推進するため、体育の楽

業費【新規重点】 しさアップ研修会を開催するとともに、弘前大学と共同で本県小

学校低学年の課題である柔軟性、瞬発力等の向上が期待できる運

動プログラムを作成する。

(13) がん教育総合支援 614 平成２７年度からモデル校において実施しているがん教育につ

事業 いて、検討委員会を設置し課題整理及びがん教育の進め方につい

て検討する。

(14) 夜食費補助 375 県立の夜間定時制高校において学ぶ勤労青少年の健康保持と就

労援助を図るため、有職少年等を対象とした夜食費の補助を行

う。
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スポーツ健康課（その３）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(15) 学校給食衛生管理 7,772 学校給食による食中毒を未然に防止するため、食材の定期点

事業 検、ねずみ・ゴキブリの定期駆除、食材保存用ビニール袋の整備

等を行う。

(16) 県立学校給食設備 3,480 県立学校の給食設備・食器具の整備を行い、衛生管理の徹底を

整備事業 図る。

(17) 県立学校給食委託 27,722 特別支援学校の給食について、近隣の市町村立の学校給食施設

事業 に委託し、学校給食を実施する。

(18) 学校給食検査食材 58 東日本大震災における原子力災害により、食材への放射性物質

費 の影響が懸念されるため、県立学校における学校給食用食材の検

査を行う。

(19) 栄養教諭・学校栄 1,187 新規採用の学校栄養職員に対して、職務に必要な基礎知識及び

養職員研修（新規採 技術を習得させるため、実践的な研修を行う。

用研修、中堅教諭等 また、採用５～７年目、１２～１５年目の中堅の栄養教諭及び

資質向上研修(前期 学校栄養職員に対して、職務に必要な知識及び技術を習得させ、

・後期)） 指導実践力の更なる向上を図るための研修を行う。

３ スポーツの振興 1,305,686

(1) 社会体育費 3,474 社会体育に関する会議、研修会、表彰等を行う。

(2) 各種体育・スポー 4,750 本県の体育・スポーツの振興を図るため、県内で開催される特

ツ大会開催費助成 定の県大会及び東北・全国大会等の開催経費に対して助成する。

・全 国 大 会 ６大会

・東 北 大 会 ２１大会

・県 内 大 会 ５大会

(3) 体育施設運営管理 790,260 新総合運動公園、総合運動公園、県営スケート場、県武道館の

事業 ４施設について、指定管理者による運営・管理を行う。

・体育施設運営管理費（経常的経費） 666,032千円

・体育施設改修等経費 68,331千円

・長寿命化推進改修等経費 55,897千円

(4) 県有体育施設長寿 1,980 県立武道館の施設・設備の劣化診断を行い、平成２６年度に策

命化検討事業費（県 定した長期保全計画の更新等を行う。

立武道館）【新規】

(5) 青森県スポーツ協 30,373 スポーツ振興を図る(公財)青森県スポーツ協会に対して運営費

会補助 を補助する。

補助金交付先 (公財)青森県スポーツ協会
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スポーツ健康課（その４）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(6) スポーツ振興事業 18,000 （公財）青森県スポーツ協会のスポーツ振興事業に要する人件

職員費 費に対して補助する。

補助金交付先 （公財）青森県スポーツ協会

(7) 青森県民駅伝競走 16,591 市町村対抗形式による青森県民駅伝競走大会を青森市で開催す

大会開催費 る。

(8) スポーツ科学セン 58,435 スポーツ科学を活用した競技力向上を図るため、青森県スポー

ター運営管理費 ツ科学センターの運営を行う。

(9) 国体・東北総体派 86,594 国民体育大会及び東北総合体育大会への本県選手・役員派遣費

遣事業 に対して補助する。

補助金交付先 (公財)青森県スポーツ協会

(10) 競技力向上事業 107,851 本県の競技力向上を図るため、選手強化事業に対して補助す

る。

補助金交付先 (公財)青森県スポーツ協会

(11) スポーツ・レクリ 7,718 県民の生涯を通したスポーツ活動の実践を図るため、青森県民

エーション振興事業 スポーツ・レクリエーション祭を開催し、県民の参加意欲を喚起

する。

(12) みんなが主役！ス 5,867 県民がスポーツを通じた健康づくりに継続的に取り組む環境の

ポーツで健康づくり 充実を図るため、園児と保護者向けの体操教室、学生と高齢者と

事業【継続重点】 のスポーツ・レクリエーション等を通じた交流会、小学生と保護

者向けのスポーツ意欲を高めるためのイベントを開催する。

(13) 広域スポーツセン 3,359 スポーツやレクリエーションを通した世代間交流の場として、

ター運営事業 地域の教育力を高めることが期待できる総合型地域スポーツクラ

ブの設立・運営の支援及び啓発を行うとともに、そのノウハウを

有した人財（クラブマネジャー）の養成講習会を行う。

(14) 競技力向上対策本 8,781 第８０回国民スポーツ大会の本県開催を見据えた総合的・戦略

部運営費 的な各種競技力向上対策の企画・立案を行う。

(15) 競技力向上対策特 134,948 競技力向上を図るため、ジュニア選手の発掘・育成、指導者の

別事業 育成及び公認資格の取得支援、トップレベルコーチの招聘、競技

団体間の情報共有の強化、医・科学スタッフによるサポートの強

化、組織マネジメント講習会の開催などの各種施策を展開する。

(16) スポーツ科学チー 3,519 スポーツ科学専門員による科学的分析に基づくトレーニングの

ムサポート事業 サポートを行う。
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スポーツ健康課（その５）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(17) スポーツ科学セン 21,304 スポーツ科学チームサポート事業の実施に向け、スポーツ科学

ター環境充実事業 センターの組織の充実及び機器の整備等を行う。

(18) 県民の健康・スポ 1,882 次期「青森県スポーツ推進計画」策定の基礎資料とするため、

ーツに関する意識調 県民の健康・体力に対する意識や考え方、運動・スポーツの実施

査実施事業【新規】 状況等を把握する調査を実施する。
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８ 文化財保護課（その１）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 文化財の保護・保存 199,330

(1) 文化財の保護体制 3,652 国及び県指定の建造物、記念物及び埋蔵文化財包蔵地をパトロ

の充実 ールし、文化財の保護を図るとともに、県指定候補文化財の現況

調査を行う。

・文化財保護指導員費 2,411千円

・文化財保護推進事業費 1,241千円

(2) 特別天然記念物カ 1,722 カモシカ保護のため、下北半島保護地域及び北奥羽山系保護地

モシカの保護のため 域の生息状況及び生息環境の通常調査を実施する。

の調査

(3) 遺跡分布・範囲確 11,553 開発予定地域で遺跡の所在範囲を確認し、遺跡台帳及び報告書

認調査 の作成を行い、各種開発事業との調整に対応する資料を整備す

る。

(4) 埋蔵文化財の発掘 171,099 開発事業により消滅する周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘調査

調査及び報告書刊行 し、記録保存のため報告書を作成する。

・発掘調査（舟場向川久保(２)遺跡ほか） 96,280千円

・報告書刊行（猪ノ鼻(１)(２)遺跡ほか） 74,819千円

(5) 文化財の保存・修 11,304 県内の文化財の保存・活用を図るため、国及び県指定の文化財

理等の支援 修理や史跡整備、発掘調査等を行う事業者に対して助成を行う。

・無形民俗文化財等保護費補助 649千円

・文化財修理費補助 7,145千円

・記念物環境整備費補助 1,151千円

・指定文化財管理費補助 1,237千円

・埋蔵文化財緊急発掘調査費補助 1,122千円

２ 文化財の公開・活用 2,944

(1) 高校生縄文案内人 2,944 縄文遺跡群で活動する団体や地域住民による地域活性化及び文

養成事業 化財の保存・活用に携わる人財の育成を図るため、高校生による

【継続重点】 ガイド等の体験活動を通じ文化財の新たな活用方法を検討すると

ともに、検討結果等を発表するフォーラムを開催する。
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文化財保護課（その２）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

３ 伝統芸能・技術の継 8,084

承

(1) 北海道・東北ブロ 4,238 北海道・東北地区に伝承されている民俗芸能を広く一般に公開

ック民俗芸能大会 し、その価値を周知するとともに無形民俗文化財の保存・伝承及

び文化財の公開による地域振興等に寄与する。（令和２年度は青

森県で開催予定）

(2) こども民俗芸能大 3,846 子どもたちによる民俗芸能伝承活動の成果発表会を開催し、後

会 継者の育成と郷土愛の醸成を図る。また、大人の優れた民俗芸能

を鑑賞し、日頃演じている芸能の本来の意義や正確な伝承内容を

学ぶ。（令和２年度は五所川原市で開催予定）

４ 博物館等施設の機能 735,346

の充実

(1) 郷土館運営管理事 147,074 県立郷土館について、指定管理者による運営・管理を行う。ま

業 た、考古、自然、歴史、民俗、産業の各分野に係る調査研究を実

施するとともに、資料の収集とその保存管理を図る。（郷土館）

(2) 三内丸山遺跡整備 277,755 三内丸山遺跡の発掘調査や特別研究、体験学習などの保存・活

事業 用事業を実施し、縄文遺跡を代表する三内丸山遺跡の情報発信を

行う。（三内丸山遺跡センター）

・仮整備費 1,880千円

・調査研究費 49,691千円

・普及啓発費 6,131千円

・運営諸費等 220,053千円

(3) 特別展開催事業 14,461 見学者の興味・関心を喚起するテーマに沿って、他の遺跡の重

要文化財などを借用した特別展を開催する。

（三内丸山遺跡センター）

特別展名称（予定） 開催期間（予定）

春季特別展「縄文ＭＡＧＩＣＡＬ」 令和2年4月～6月

夏季特別展「三内丸山遺跡と大湯環状列石」 令和2年7月～9月
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文化財保護課（その３）

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

(4) 「選ばれる三内丸 17,072 世界遺産登録を見据え、国内外から「三内丸山遺跡が選ばれ

山遺跡」魅力発信推 る」ために、マーケティング調査を踏まえ効果的に遺跡の価値や

進事業【新規重点】 魅力の公開・活用を推進する。（三内丸山遺跡センター）

(5) 縄文時遊館増築関 9,563 縄文時遊館増築に伴う出土遺物の移設作業等を行う。

連事業 （三内丸山遺跡センター）

(6) 三内丸山遺跡魅力 68,471 三内丸山遺跡の適切な保存と積極的な活用に向けた整備等を行

づくり事業 う。（三内丸山遺跡センター）

・三内丸山遺跡史跡整備事業【新規】 27,914千円

・三内丸山遺跡長寿命化事業 40,557千円

(7) 埋蔵文化財調査セ 200,950 庁舎の長期保全計画に基づき、長寿命化改修等を行う。

ンター長寿命化改修 （埋蔵文化財調査センター）

事業
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９ 高等学校教育改革推進室

事 業 名 当初予算額 事 業 の 概 要

千円

１ 県立高等学校教育改 12,918 青森県立高等学校教育改革推進計画第１期実施計画の推進及び

革推進事業 第２期実施計画策定に向けた準備を行う。
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参考 令和２～４年度 学校における働き方改革プラン 

   及び令和２年度における主な関連事業 
 

１ プランの位置付け 

   県教育委員会が実施する「学校における働き方改革」に向けた目標や取組内容等を示すと

ともに、市町村教育委員会においても取り組んでいただきたい内容を示したもの。 

 

２ 本県の学校における働き方改革の目的 

  ○ 教職員の健康保持、仕事と生活の充実 

    教職員がワーク・ライフ・バランスの取れた生活を実現し、健康でやりがいを持って働

くことができる環境を整備する。 

 

  ○ 教育の質の維持・更なる向上 

    教職員が子どもと向き合える時間を十分に確保し、学校教育の質を維持・向上させる。 

 

３ 期間 

   令和２～４年度（３年間） 

 

４ 目標等 

（１）県立学校の教育職員の勤務時間の上限時間 

 
【原則】上限時間 
     超過勤務 ①１箇月 ４５時間以内、②１年間 ３６０時間以内 
 
 
【特例】児童生徒等に係る臨時的な特別の事情により勤務せざるを得ない場合 
     超過勤務 ①１箇月 １００時間未満、②１年間 ７２０時間以内 
      ※月４５時間超は年間６か月以内、複数月平均８０時間以内 
 

 

（２）本プランにおける目標 

 ① 上限時間の範囲内となるよう、県立学校における時間外勤務時間を２５％減らす。 

 ② 全市町村において県の目標を踏まえた基本方針や実施計画等を策定する。 

 

５ 取組内容 

【教育委員会における取組】 

（１）働きやすい環境を構築するための方策 

   教職員の意識改革、弾力的な勤務時間の割振り、教職員の勤務状況の把握の徹底、教職員

のメンタルヘルス対策の充実、地域の人材の有効活用、専門スタッフの活用 

（２）部活動による負担を軽減するための方策 

   部活動の指針等、部活動数の精選、活動内容の制限（標準的な活動内容の共通理解） 

 

 

- 50 -



（３）成績処理、その他の事務処理を効率化するための方策 

   校務へのＩＣＴ活用の推進、青森県職員ポータルシステムの活用拡大、報告書の様式等の

簡素化、調査内容・方法等の見直し、事務処理の効率化 

（４）外部対応による負担を軽減するための方策 

   校外の会議・研修の見直し、学校訪問指導に係る負担の軽減、学校運営上のトラブルに対

応する教職員の負担軽減、学校給食費等の徴収に関する公会計化 

 

【学校における取組】 

（１）働きやすい環境を構築するための方策 

   教職員の意識改革、職員間の信頼関係構築、職員間の業務の平準化、業務が集中した場合

のサポート体制の整備、複数担当制等の工夫、弾力的な勤務時間の割振り、教職員の勤務

状況の把握の徹底、地域の人材の有効活用 

（２）部活動による負担を軽減するための方策 

   部活動数の精選、活動内容の制限（標準的な活動内容の共通理解） 

（３）会議・打合せを効率化するための方策 

   会議等の運営方法の工夫、会議等の資料の取扱いの工夫 

（４）成績処理、その他の事務処理を効率化するための方策 

   校務へのＩＣＴ活用の推進、報告書の様式等の簡素化、教育委員会が実施する調査等への

対応、学校徴収金の口座振替の推進 

（５）学校行事の負担を軽減するための方策 

   学校の規模や地域の実情等に見合った行事の見直し 

 

６ 市町村教育委員会に対する支援等 

   県教育委員会では、市町村教育委員会の取組を一層推進するため、市町村教育委員会に対

し、所管の学校における働き方改革の基本方針や実施計画等を策定するよう促すとともに、

必要な助言や情報提供等を行い、市町村教育委員会を支援する。 

   また、保護者・地域等の理解・協力を得ながら取組を推進するため、あらゆる機会を活用

して、教職員の負担軽減について説明する。 

 

７ 令和２年度における主な関連事業 

（１）専門スタッフの活用 

  ○ 外部人材活用によるスクールサポートスタッフ配置事業：  51,127千円 

  ○ 学校の教育相談体制充実を支援する外部専門家活用事業： 137,360千円 

  ○ 学校における運動部活動推進事業：            7,514千円 

  ○ 学校図書館活動支援事業：                6,652千円 

  ○ スクールライフサポーター配置事業：           4,371千円 

 

（２）校務等へのＩＣＴ活用の推進、事務処理の効率化 

  ○ 校務のＩＣＴ活用推進事業：              408,977千円 

  ○ 県立学校情報教育推進事業：             1,404,084千円 

  ○ 特別支援教育就学奨励費システム導入事業：        9,009千円 
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参考 令和２年度 学校教育指導の方針と重点 
 

１ 方      針 
郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く幼児児童

生徒を育成するため、教育は人づくりという視点に立って、学校運営に創意工夫をこらし、夢や

志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育の推進に努める。 

 

２ 重   点 
（１）授業の充実 

一人一人の子どもが、各教科及び総合的な学習の時間等において、主体的・対話的で深い学

びを通して確かな学力を身に付けることができるよう、言語活動の充実を図りながら、一人一

人の能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努める。 

ア 主体的・対話的で深い学びの実現を図る指導計画等の整備 

イ 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得に向けた教材の工夫と教材研究の深化 

ウ 個に応じた学習過程と評価を重視した指導の工夫 

エ 各教科等の特質に応じた体験活動や問題解決的な学習を重視した指導の工夫 

オ 学校図書館やＩＣＴなどを活用した子どもの学びを支援する学習環境の充実 

 

（２）道徳教育の充実 
一人一人の子どもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会に

おける具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、教育活動全体を通じて

道徳性の育成に努める。 

ア 道徳教育を推進する指導体制と全体計画の整備・充実 

イ 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 

ウ 郷土を愛する心を育む指導の充実 

エ 道徳科における学習状況及び道徳性に係る成長の様子の継続的な把握と、評価を生かし 

 た指導の工夫 

 

（３）特別活動の充実 
一人一人の子どもが、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、集団や自己の生活上の

課題を解決することを通して、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく築いていくこ

とができるよう、必要な資質・能力の育成に努める。 

ア 自主的な態度を育てる学級活動・ホームルーム活動の工夫 

イ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫 

ウ 児童の個性の伸長を図り、触れ合いを深めるクラブ活動の工夫 

エ 集団への所属感や連帯感を深める学校行事の工夫 

 

（４）体育・健康教育の充実 
一人一人の子どもが、生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ、健康で安全な生活と豊かな

スポーツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りながら、心と体を一

体として捉え、健やかな体を育む教育の推進に努める。 

ア 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実 

イ 健康に関する知識を身に付け、積極的に健康な生活を実践できる指導の充実 

ウ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができる指導の充実 

エ 安全に関する情報を正しく判断し、安全を確保することができる指導の充実 

 

（５）生徒指導の充実 
一人一人の子どもが、豊かな生活を送ることができるよう、家庭や地域社会及び関係機関等

との連携を図りながら、心の結びつきを基調とした指導を行うとともに、問題行動・不登校等

の未然防止、早期発見・早期対応に努める。 
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ア  基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協働的な指導体制の充実 

イ  生徒指導の機能を生かした学年・学級・ホームルーム経営の充実 

ウ  児童理解・生徒理解に基づいた教育相談の充実 

エ  児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底 

 

（６）キャリア教育の充実 
一人一人の子どもが、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的

自立ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。 

ア キャリア教育指導体制の整備・充実 

イ 現在及び将来の生き方を考える指導・進路指導の充実 

ウ 児童生徒の発達の段階に応じた勤労観・職業観の育成 

 

（７）特別支援教育の充実 
発達障害を含む障害のある子どもが、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・

克服するとともに、そのもてる力を最大限に発揮して自立や社会参加ができるよう、一人一人

の教育的ニーズを把握し、適切な指導及び必要な支援に努める。 

ア 校内支援体制の充実 

イ 個別の指導計画の作成と活用による指導の充実 

ウ 個別の教育支援計画の作成と活用による関係機関と連携した支援の充実 

エ 交流及び共同学習による相互理解の促進 

 

（８）環境教育の推進 
一人一人の子どもが、環境と人間とのかかわりについて関心と理解を深め、環境に対する豊

かな感受性を養うことができるよう、環境保全に主体的に取り組む態度の育成に努める。 

ア  教科等間の関連を踏まえた指導の工夫 

イ  地域の環境の実態に即した指導の工夫 

ウ  環境にかかわる体験活動の充実 

 

（９）国際化に対応する教育の推進 
一人一人の子どもが、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深めるとともに、

国際社会に貢献できるよう、国際理解教育の推進に努める。 

ア 郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進 

イ 外国語教育の充実による、外国語を通じたコミュニケーション能力の育成 

ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進 

 

（10）情報化に対応する教育の推進 
一人一人の子どもが、情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよう、系統

的・体系的な情報教育の推進に努める。 

ア 情報教育を推進する指導体制の整備・充実 

イ 学習指導におけるＩＣＴの適切な活用の推進 

ウ 情報通信ネットワーク等を適切に活用した教育の推進 

エ 家庭や地域社会と連携した情報モラルに関する指導の充実 

 

（11）研修の充実 
教員等の資質を高め、教育活動の充実を図るため、計画的・実践的な研修の充実に努める。 

ア 教員等の資質の向上に関する指標を踏まえた研修の推進 

イ 日常的に学び合い、指導力を高め合う校内研修体制の整備・充実 

ウ 教育要領・学習指導要領に基づく実践的研究の充実 

エ 学校の教育課題解決のための実践的研究の充実 

オ 家庭や地域社会と連携した特色ある教育活動の研究・推進 
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参考 令和２年度 社会教育行政の方針と重点 

 

１ 方  針 

県民が、自己の向上を目指して生きがいのある充実した生活を送るとともに、豊かで住み

よい地域社会を形成することができるよう、学びを生かしつながりをつくり出す社会教育の

推進に努める。 

 

２ 重  点 

（１）学校・家庭・地域の協働による未来を担う人財の育成 
ア 地域学校協働活動の促進 

イ 地域が支えるキャリア教育の充実 

ウ 子どもの読書活動の充実 

エ 家庭教育支援の充実 

オ 青少年の体験活動の充実 

 

（２）活力ある持続可能な地域づくりに向けた人財の育成 
ア 地域活動の実践者、コ―ディネーターの養成 

イ 次代の地域を担う若者の育成 

ウ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援 

エ 多様な働き方を可能にする学び直しの機会の充実 

 

（３）生涯を通じた学びと社会参加の推進 
ア 高齢者や障害者を始めとする多様なニーズに応じた学びの機会の充実 

イ 学習成果を生かした社会参加活動の支援 

 

（４）社会教育推進のための基盤整備 
ア 社会教育推進体制の充実 

イ 社会教育施設の機能の充実と活用の促進 

ウ 社会教育関係職員の養成と資質の向上 

エ 社会教育関係団体等の活動の支援 
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参考 令和２年度 体育・健康・スポーツ行政の方針と重点 

 

１ 方  針 

県民一人一人が、生涯にわたり健やかで活力に満ちた生活を送ることができるよう、学校

における体育・健康教育の充実、生涯スポーツ及び競技スポーツの推進に努める。 

 

２ 重  点 

（１）学校体育・スポーツの充実 
児童生徒が、豊かなスポーツライフの実現を目指し、自ら進んで運動に親しむ資質や能

力を身に付け、健康の保持増進と体力の向上を図ることができるよう、学校における体育

・スポーツの充実に努める。 

ア 教科体育（保健体育）における学習指導の充実 

イ 体力の向上を図る指導の充実 

ウ 体育（保健体育）担当教員等の研修の充実 

エ 運動部活動の充実 

 

（２）健康教育の充実  
児童生徒が、心身ともに健康で安全な生活について理解し実践できるよう、学校、家庭、 

地域社会の連携を図り、学校保健、学校における食育及び学校安全を総合的に推進し、健

康教育の充実に努める。 

ア 学校保健の充実  

イ 学校における食育の充実  

ウ 学校安全の充実  

エ 健康教育担当教員等の研修の充実           

 

（３）スポーツの推進  
県民が生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現できるよう、スポーツに親しむ環境づ

くりと競技力を向上させる環境づくりの充実を図り、スポーツの推進に努める。 

ア ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

イ 学校や地域における子どものスポーツ機会の充実 

ウ 地域のスポーツ環境の整備・充実     

エ 競技スポーツの推進 

オ スポーツによる地域の活性化  

 

（４）第８０回国民スポーツ大会の本県開催に向けた競技力向上の推進  
２０２５年に本県で開催される第８０回国民スポーツ大会での天皇杯・皇后杯の獲得に

向けた総合的な競技力向上に努める。 
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参考 令和２年度 文化財保護行政の方針と重点  

 

１ 方  針  

郷土への愛着と誇りを培い、うるおいと活力のある県民生活を実現するため、次代へ伝え

る、かけがえのない文化財の保存・活用に努める。  

 

２ 重  点  

（１）文化財の保護・保存  
かけがえのない文化財を次代に伝えるため、適切に管理し、保護・保存に努める。 

ア 文化財を大切にし、守り伝えようとする意識の啓発 

イ 文化財の調査や記録作成の実施 

ウ 国や県の文化財指定の推進 

エ 指定文化財の保存・修理等の支援  

オ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録に向けた取組との連携協力  

 

（２）文化財の公開・活用  
県民が文化財に興味・関心を持ち、親しめるよう、公開・活用と情報発信に努める。 

ア 文化財の公開・活用の促進と情報発信 

イ 史跡等の公有化や整備の支援  

 

（３）伝統芸能・技術の継承  
地域で育まれ、保存・伝承されてきた伝統芸能や技術の継承に努める。 

ア 伝統芸能・技術の後継者の育成支援と発表機会の充実 

イ こどもの伝統芸能伝承活動の推進  

 

（４）博物館等施設の機能の充実  
県民が文化財に触れ、体験・体感できる機会の充実と情報発信に努める。 

ア 県立郷土館の展示・教育普及・調査研究活動の充実と情報発信 

イ 三内丸山遺跡センターの遺跡及び遺跡の出土品の保存、遺跡に関する調査研究・展 

示・教育普及活動の充実と情報発信 

ウ 埋蔵文化財調査センターの発掘調査・研究活動と収蔵機能の充実及び情報発信 
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